
～『下仁田ジオパーク』地質資源の豊かさと活動実績を評価～

2021年11月の現地調査の結果、日本ジオパーク委員会から再認定されました。
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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

3
月
26
日（
土
）・3
月
27
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
木
）・
１7
日（
木
）・
30
日

（
水
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

８
日（
金
）・
20
日（
水
）・
27
日

（
水
）の
予
定
で
す
。

介
護
保
険
料
９
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
９
期

納
期
限
は
３
月
31
日（
木
）で
す

月
3

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

3
月
の
支
払
日

4
月
の
支
払
日
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日本ジオパーク再認定

人口
　男
　女
世帯

（　17）
（　 8）
（ 9）
（　 9）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,765人
3,329人
3,436人
3,244世帯

転入  5人/  出生 0人
転出  7人/  死亡 15人

（2月1日現在）

（1月中）
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人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２２年２０２２年 No791

月月
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1月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
石井　貴康　　 （下　町）
野澤　恵里　 　（藤岡市）｛

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（雅　博）
（定　子）
（白鷹惠美子）
（敏　之）
（　守　）
（和　哉）
（梅田和子）
（嘉　夫）
（　真　）
（敏　男）
（仙　敬）
（信　夫）
（一　夫）

下　町
上小坂
上小坂
吉　崎
川　井
吉　崎
西野牧
下青倉
横　間
大桑原
南野牧
下小坂
横　間

清水　尚二
齋藤　敏男
岡田　ミツ
櫻井　智之
市川　操　
山口　秀一
佐藤　しづ
福田　邦弘
神戸　けさ子
大木　喜一
小嶋　立江
萩原　フミ子
廣澤　ケイ

下仁田町下仁田町

　　　　　 
●新型コロナウイルスワクチン３回目接種について・・・P2～P4
●お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P11

トピックス

●住民係窓口にて、顔写真
　を撮影させていただきます。
●初回交付申請は
　手数料無料です。
●一人につき
　約1０分程度
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

LINE（スマートフォンアプリ）
「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」
を友だち追加してください。（ID検索または右の二
次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接
種」を選択し、送信されるメッセージに従って操作
してください。

※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。ただし、一部の機種からは
　予約ができない場合があります。また、PC・タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。

予
約
に
つ
い
て

予
約
に
つ
い
て

1・2
回
目
接
種（
初
回
接
種
）に

つ
い
て

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

次
ペ
ー
ジ
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
の
内
容
で
す

3
回
目
接
種

（
追
加
接
種
）に
つ
い
て

富岡市
公式LINE
アカウント

※

２
月
15
日
現
在
の
情
報
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種（
３
回
目
の
接
種
）に
つ
い
て
、お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
初
回
接
種（
１
、２
回
目
接
種
）を

完
了
し
た
18
歳
以
上
の
方

●
接
種
間
隔・回
数
　

　
富
岡
市
甘
楽
郡
圏
域
で
は
、国
の

方
針
に
従
っ
て
、３
月
よ
り
２
回
目

接
種
か
ら
の
間
隔
を
全
対
象
者
６
か

月
に
前
倒
し
し
ま
す
。

※

６
か
月
後
の
同
じ
日
か
ら
接
種
可

能
で
す
。た
だ
し
、そ
の
月
に
同
日
が

な
い
場
合
は
、そ
の
翌
月
の
１
日
か

ら
が
接
種
可
能
日
で
す
。

※
２
回
目
の
接
種
日
か
ら
、６
か
月

を
経
過
し
な
い
う
ち
に
接
種
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
通
知
の
発
送
に
つ
い
て

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
、３
回
目
接

種
が
可
能
と
な
る
時
期
に
合
わ
せ
て

順
次
通
知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
通
知
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

同
封
の
案
内
を
よ
く
確
認
し
、予
約

開
始
日
を
待
っ
て
か
ら
、予
約
を
し
て

◇下仁田町・南牧村　☆下仁田厚生病院は武田／モデルナ社ワクチンのみ使用

◇富岡市
下仁田厚生病院☆ 大沢クリニック 佐藤医院 大沢クリニックなんもく分院

青葉クリニック
久保田クリニック
コマチクリニック
滝田医院
中野整形外科医院
宮崎医院

アライクリニック
小泉医院
須藤医院
たけべ医院
保阪医院
和田クリニック

石川胃腸科医院
香内医院
西毛病院
田村医院
細谷医院

大竹外科胃腸科
こすげレディスクリニック
高井クリニック
富岡・成清医院
細谷クリニック

◇甘楽町
安藤医院 小幡医院奥村クリニック こがはらクリニック
篠原整形外科医院 原医院

く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で
に
２
回

目
の
接
種
が
済
ん
で
い
る
方
へ
は
通

知
を
発
送
し
ま
し
た
。次
の
発
送
予

定
は
、令
和
４
年
３
月
４
日（
令
和

３
年
10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
に
２

回
目
の
接
種
が
済
ん
だ
方
分
）で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
つ
い
て

　
追
加
接
種
で
は
、初
回
接
種
に
用

い
た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
か
か
わ
ら

す
、ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
ま
た
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

の
ワ
ク
チ
ン
）を
使
用
し
ま
す
。

　
追
加
接
種
分
と
し
て
国
か
ら
町
へ

供
給
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
、半
数

程
度
が
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
初
回
接
種
が
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
で

あ
っ
た
方
も
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
希
望
が
あ
る
方
は
、予
約
時
に
医

療
機
関
で
ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
取

り
扱
う
か
確
認
し
た
う
え
で
、予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
は
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
時
に「
接

種
券
番
号
」「
生
年
月
日
」「
希
望

す
る
接
種
会
場
・
日
時
」
を
確
認
し

ま
す
。

●
２
回
目
の
接
種
後
に
下
仁
田
町
へ

転
入
し
た
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い

　
２
回
の
接
種（
初
回
接
種
）を
完
了

し
た
方
の
う
ち
、２
回
目
の
接
種
日

以
降
に
他
の
市
区
町
村
か
ら
下
仁
田

町
へ
住
民
票
を
異
動
し
た
方
が
、３

回
目
の
接
種
を
受
け
る
場
合
に
は
申

し
出
が
必
要
で
す
。

　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０

２
７
４―

82―

５
４
９
０
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、厚
生
労
働
省
サ

イ
ト
の『
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ナ
ビ
』か

ら
も
申
請
で
き
ま
す
。（
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
ナ
ビ
に
つ
い
て
は
状
況
に
よ
り

受
付
を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

●3月の接種体制について
【個別接種】富岡市甘楽郡内の協力医療機関で接種できます。

【集団接種】　３月１３日実施分は定員に達しました。次回の実施については未定です。
●予約時にワクチンの種類を確認する方法
　電話予約：電話の際にオペレーターに確認してください。
　LINE予約：医療機関名の後の表記を確認してください。（ファ）がファイザー、（モ）がモデルナを接種する予約です。

※心筋炎・心膜炎の報告頻度の差による対応
※※富岡市甘楽郡圏域内の武田/モデルナ社ワクチンは追加接種のみ受付のため。（接種量の違いによる間違い接種の防止）

　
１
・
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。な
お
、接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
は
皆
様
へ
発
送
し
ま
し
た
が
、届
い

て
い
な
い
方
・
紛
失
し
た
方
・
転
入
や

転
居
を
さ
れ
た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た（
住
民

票
の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ
た
）場

合
、町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接
種
券
は

無
効
と
な
り
ま
す
。転
出
先
の
自
治

体
に
下
仁
田
町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接

種
券（
予
診
票
）を
持
参
し
、再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
接
種

予
定
の
予
約
が
あ
る
方
は
、保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
転
入
前
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
た

接
種
券（
予
診
票
）を
持
参
し
、下
仁

田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

（
転
居
し
た
）方
へ

　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
接
種
券（
予

診
票
）を
持
参
し
、下
仁
田
町
保
健
セ

他
の
予
防
接
種
と
の
接
種
間
隔
に

つ
い
て

接
種
を
受
け
る
際
の
同
意
に
つ
い
て

ン
タ
ー
で
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。転
居
後
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た

接
種
券（
予
診
票
）を
発
行
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
前

及
び
接
種
後
に
、他
の
予
防
接
種
を

行
う
場
合
は
、原
則
と
し
て
13
日
以

上
の
間
隔
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。（
同

時
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　
肺
炎
球
菌
等
の
予
防
接
種
を
予
定

し
て
い
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

は
皆
様
に
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お

勧
め
し
て
い
ま
す
が
、接
種
を
受
け

る
こ
と
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。予

防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、予
防
接

種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果
と
副

反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
理

解
し
た
上
で
、自
ら
の
意
思
で
接
種

を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。受
け

る
方
の
同
意
な
く
、接
種
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。職
場
や
周

り
の
方
な
ど
に
接
種
を
強
制
し
た

り
、接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
に
差
別

的
な
扱
い
を
し
た
り
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３月２２日から３月３１日実施分については、国のワクチン供給の都合により、全て武田/モデルナ社ワクチンを使用します。
これ以前の日程においても、武田/モデルナ社ワクチンを使用する会場があります。なお、４月以降の予定は、現時点では未定です。
12～19歳男女の方（※）、２０～２９歳男性の方（※）、これから１・２回目接種を希望する方（※※）へ
３月２２日以降にファイザー社ワクチンの接種を希望する場合、下仁田町保健センターへご連絡ください。

ワクチン接種についてワクチン接種について

コロナワクチン接種
相談・予約センター
☎0120-500-662

◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

※電話のかけ間違いに注意してください。
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ペ
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す

3
回
目
接
種

（
追
加
接
種
）に
つ
い
て

富岡市
公式LINE
アカウント

※

２
月
15
日
現
在
の
情
報
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種（
３
回
目
の
接
種
）に
つ
い
て
、お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
者

　
初
回
接
種（
１
、２
回
目
接
種
）を

完
了
し
た
18
歳
以
上
の
方

●
接
種
間
隔・回
数
　

　
富
岡
市
甘
楽
郡
圏
域
で
は
、国
の

方
針
に
従
っ
て
、３
月
よ
り
２
回
目

接
種
か
ら
の
間
隔
を
全
対
象
者
６
か

月
に
前
倒
し
し
ま
す
。

※

６
か
月
後
の
同
じ
日
か
ら
接
種
可

能
で
す
。た
だ
し
、そ
の
月
に
同
日
が

な
い
場
合
は
、そ
の
翌
月
の
１
日
か

ら
が
接
種
可
能
日
で
す
。

※
２
回
目
の
接
種
日
か
ら
、６
か
月

を
経
過
し
な
い
う
ち
に
接
種
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
通
知
の
発
送
に
つ
い
て

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
、３
回
目
接

種
が
可
能
と
な
る
時
期
に
合
わ
せ
て

順
次
通
知
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　
通
知
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

同
封
の
案
内
を
よ
く
確
認
し
、予
約

開
始
日
を
待
っ
て
か
ら
、予
約
を
し
て

◇下仁田町・南牧村　☆下仁田厚生病院は武田／モデルナ社ワクチンのみ使用

◇富岡市
下仁田厚生病院☆ 大沢クリニック 佐藤医院 大沢クリニックなんもく分院

青葉クリニック
久保田クリニック
コマチクリニック
滝田医院
中野整形外科医院
宮崎医院

アライクリニック
小泉医院
須藤医院
たけべ医院
保阪医院
和田クリニック

石川胃腸科医院
香内医院
西毛病院
田村医院
細谷医院

大竹外科胃腸科
こすげレディスクリニック
高井クリニック
富岡・成清医院
細谷クリニック

◇甘楽町
安藤医院 小幡医院奥村クリニック こがはらクリニック
篠原整形外科医院 原医院

く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で
に
２
回

目
の
接
種
が
済
ん
で
い
る
方
へ
は
通

知
を
発
送
し
ま
し
た
。次
の
発
送
予

定
は
、令
和
４
年
３
月
４
日（
令
和

３
年
10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
に
２

回
目
の
接
種
が
済
ん
だ
方
分
）で
す
。

●
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
つ
い
て

　
追
加
接
種
で
は
、初
回
接
種
に
用

い
た
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
か
か
わ
ら

す
、ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン（
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
ま
た
は
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

の
ワ
ク
チ
ン
）を
使
用
し
ま
す
。

　
追
加
接
種
分
と
し
て
国
か
ら
町
へ

供
給
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
、半
数

程
度
が
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　
初
回
接
種
が
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
で

あ
っ
た
方
も
、武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
希
望
が
あ
る
方
は
、予
約
時
に
医

療
機
関
で
ど
ち
ら
の
ワ
ク
チ
ン
を
取

り
扱
う
か
確
認
し
た
う
え
で
、予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
は
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
受
け
付
け
ま
す
。
予
約
時
に「
接

種
券
番
号
」「
生
年
月
日
」「
希
望

す
る
接
種
会
場
・
日
時
」
を
確
認
し

ま
す
。

●
２
回
目
の
接
種
後
に
下
仁
田
町
へ

転
入
し
た
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い

　
２
回
の
接
種（
初
回
接
種
）を
完
了

し
た
方
の
う
ち
、２
回
目
の
接
種
日

以
降
に
他
の
市
区
町
村
か
ら
下
仁
田

町
へ
住
民
票
を
異
動
し
た
方
が
、３

回
目
の
接
種
を
受
け
る
場
合
に
は
申

し
出
が
必
要
で
す
。

　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０

２
７
４―

82―

５
４
９
０
）へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、厚
生
労
働
省
サ

イ
ト
の『
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ナ
ビ
』か

ら
も
申
請
で
き
ま
す
。（
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
ナ
ビ
に
つ
い
て
は
状
況
に
よ
り

受
付
を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

●3月の接種体制について
【個別接種】富岡市甘楽郡内の協力医療機関で接種できます。

【集団接種】　３月１３日実施分は定員に達しました。次回の実施については未定です。
●予約時にワクチンの種類を確認する方法
　電話予約：電話の際にオペレーターに確認してください。
　LINE予約：医療機関名の後の表記を確認してください。（ファ）がファイザー、（モ）がモデルナを接種する予約です。

※心筋炎・心膜炎の報告頻度の差による対応
※※富岡市甘楽郡圏域内の武田/モデルナ社ワクチンは追加接種のみ受付のため。（接種量の違いによる間違い接種の防止）

　
１
・
２
回
目
の
接
種
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。な
お
、接
種
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
は
皆
様
へ
発
送
し
ま
し
た
が
、届
い

て
い
な
い
方
・
紛
失
し
た
方
・
転
入
や

転
居
を
さ
れ
た
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た（
住
民

票
の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ
た
）場

合
、町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接
種
券
は

無
効
と
な
り
ま
す
。転
出
先
の
自
治

体
に
下
仁
田
町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接

種
券（
予
診
票
）を
持
参
し
、再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
接
種

予
定
の
予
約
が
あ
る
方
は
、保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
転
入
前
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
た

接
種
券（
予
診
票
）を
持
参
し
、下
仁

田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

●
下
仁
田
町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た

（
転
居
し
た
）方
へ

　
町
か
ら
送
付
さ
れ
た
接
種
券（
予

診
票
）を
持
参
し
、下
仁
田
町
保
健
セ

他
の
予
防
接
種
と
の
接
種
間
隔
に

つ
い
て

接
種
を
受
け
る
際
の
同
意
に
つ
い
て

ン
タ
ー
で
再
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。転
居
後
の
住
所
が
記
載
さ
れ
た

接
種
券（
予
診
票
）を
発
行
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
前

及
び
接
種
後
に
、他
の
予
防
接
種
を

行
う
場
合
は
、原
則
と
し
て
13
日
以

上
の
間
隔
を
お
い
て
く
だ
さ
い
。（
同

時
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　
肺
炎
球
菌
等
の
予
防
接
種
を
予
定

し
て
い
る
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

は
皆
様
に
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お

勧
め
し
て
い
ま
す
が
、接
種
を
受
け

る
こ
と
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。予

防
接
種
を
受
け
る
方
に
は
、予
防
接

種
に
よ
る
感
染
症
予
防
の
効
果
と
副

反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
に
つ
い
て
理

解
し
た
上
で
、自
ら
の
意
思
で
接
種

を
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。受
け

る
方
の
同
意
な
く
、接
種
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。職
場
や
周

り
の
方
な
ど
に
接
種
を
強
制
し
た

り
、接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
に
差
別

的
な
扱
い
を
し
た
り
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

３月２２日から３月３１日実施分については、国のワクチン供給の都合により、全て武田/モデルナ社ワクチンを使用します。
これ以前の日程においても、武田/モデルナ社ワクチンを使用する会場があります。なお、４月以降の予定は、現時点では未定です。
12～19歳男女の方（※）、２０～２９歳男性の方（※）、これから１・２回目接種を希望する方（※※）へ
３月２２日以降にファイザー社ワクチンの接種を希望する場合、下仁田町保健センターへご連絡ください。

ワクチン接種についてワクチン接種について

コロナワクチン接種
相談・予約センター
☎0120-500-662

◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時

※電話のかけ間違いに注意してください。
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セ
ッ
ト
で
実
施
し
ま
す
。

●
日
時

①
３
月
19
日（
土
）と
４
月
９
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

②
４
月
３
日（
日
）と
４
月
24
日（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時

※

５
月
以
降
の
日
程
は
、決
定
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
場
所

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
富
岡
市
七
日
市
４
０
０
―
１
）

た
だ
し
、４
月
９
日
の
み
甘
楽
町
文

化
会
館
（
甘
楽
町
白
倉
１
３
２
２

―
１
）
で
実
施
し
ま
す
。

●
通
知
の
発
送

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
、３
月
８
日
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
通
知
を

郵
送
し
ま
す
。接
種
を
希
望
す
る
方

は
、通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。予
約
方
法
は
12
歳

以
上
の
方
と
同
じ
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０

ワクチン接種についてワクチン接種について

●
予
約
に
つ
い
て

・
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
を

使
用
し
ま
す
。

・
追
加
接
種
の
方
は
２
回
目
の
接
種

日
か
ら
６
か
月
が
経
過
し
て
い
れ
ば

予
約
可
能
で
す
。ま
た
、初
回
接
種
の

方
の
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
予
約
方
法
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電

話（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
利
用
で
き
な
い
方
）

で
す
。

●
対
象
者

次
の
①
〜
③
の
全
て
を
満
た
す
方

①
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤（
学
）し

て
い
る
。

②
接
種
券
一
体
型
予
診
票
が
届
い
て

い
る
。

③
予
約
日
時
点
で
満
18
歳
以
上

●
会
場

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬（
高
崎
市
岩
押
町
12―

24
）

小
児（
５
〜
11
歳
）の
方
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

　
５
〜
11
歳
の
お
子
様
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、間

違
い
接
種
を
防
止
す
る
た
め
、集
団

接
種
の
み
実
施
し
ま
す
。

　
３
週
間
の
間
隔
を
空
け
て
２
回
接

種
す
る
た
め
、１
回
目
と
２
回
目
を

「
1
6
，5
9
0
円
」で
す

令
和
４
年
度

国
民
年
金

月
額
保
険
料
は

●
現
金
納
付

令
和
4
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
納
付
書
は
４
月
の
初
め
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
毎
月
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
通
常
の
納
付
書
に
て
当
月

末
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
前

納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、「
前
納

納
付
書
」
に
て
使
用
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

１
ヵ
月
ご
と
の
通
常
振
替
の
場
合

は
翌
月
末
に
、
当
月
末
振
替
の
場

合
は
当
月
末
に
指
定
の
口
座
か

ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

６
ヵ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年

前
納
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
４

月
末
に
割
引
さ
れ
た
金
額
の
保

険
料
が
指
定
の
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
4
2
9
9

国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険

や
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
転
入
や
転
出
、
退

職
・
就
職
な
ど
に
よ
る
国
保
の
加

入
・
離
脱
に
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
な
ど
で
保
険
証
の
再
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関

が
発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本

人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
右
記
の
も
の
以
外

に
在
留
カ
ー
ド
を
併
せ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１

住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82―

２
１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき
または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

転出証明書、（マイナンバーカード）

社会保険離脱証明書

保険証

保険証、（マイナンバーカード）

国民健康保険証、加入した職場の健康保険証

保険証

保険証、（マイナンバーカード）

保険証

保険証

保険証

保険証、在学証明書等

本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！

5 4下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

　
今
年
度
の
住
民
税
を
給
与
天
引
き

で
納
付
し
て
い
る
方
が
退
職
す
る
場

合
、退
職
す
る
前
に
給
与
所
得
者
異
動

届
出
書
の
提
出
及
び
最
後
の
給
与
か

ら
残
り
の
税
額
の
一
括
徴
収
が
必
要

で
す
。届
出
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、

退
職
者
本
人
へ
の
通
知
が
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、退
職
予
定
者

が
い
る
場
合
、速
や
か
に
該
当
市
区
町

村
へ
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

2
1
1
3（
直
通
）

　
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、毎
年
４
月

１
日
現
在
で
車
検
証
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、廃

車
し
た
と
き
、住
所
・
氏
名
を
変
更
し

た
と
き
は
、必
ず
運
輸
支
局
で
登
録
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。3
月
31
日

ま
で
に
登
録
手
続
き
を
し
な
い
と
、令

和
4
年
度
も
あ
な
た
に
自
動
車（
種
別

割
）
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。変
更
の
手
続
き
は
、
お
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　
　

☎
0
2
7
4―

63―

2
2
4
5

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
0
2
7―

2
6
3―

4
3
4
3

○
運
輸
支
局
で
の
登
録
手
続
に
つ
い
て

群
馬
運
輸
支
局
　

登
録
関
係
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
　

☎
0
5
0―

5
5
4
0―

2
0
2
1

給
与
特
別
徴
収
対
象
者
が
退
職
し
た
際
の

届
出
に
つ
い
て

自
動
車（
種
別
割
）の
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

抹
消
登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に
！

県
央
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー

（
G
メ
ッ
セ
群
馬
）の
利
用
に

つ
い
て

　
２
月
20
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た

「
赤
い
襷（
た
す
き
）」映
画
上
映
会

は
、ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間

「
赤
い
襷（
た
す
き
）」映
画
上
映
会 

延
期
の
お
知
ら
せ

が
延
長
さ
れ
た
た
め
、４
月
３
日

（
日
）に
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
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セ
ッ
ト
で
実
施
し
ま
す
。

●
日
時

①
３
月
19
日（
土
）と
４
月
９
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

②
４
月
３
日（
日
）と
４
月
24
日（
日
）

午
前
９
時
〜
12
時

※

５
月
以
降
の
日
程
は
、決
定
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
場
所

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
富
岡
市
七
日
市
４
０
０
―
１
）

た
だ
し
、４
月
９
日
の
み
甘
楽
町
文

化
会
館
（
甘
楽
町
白
倉
１
３
２
２

―
１
）
で
実
施
し
ま
す
。

●
通
知
の
発
送

　
対
象
と
な
る
方
へ
は
、３
月
８
日
に

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
の
通
知
を

郵
送
し
ま
す
。接
種
を
希
望
す
る
方

は
、通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。予
約
方
法
は
12
歳

以
上
の
方
と
同
じ
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
課
　
保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン

タ
ー
）☎
82
―
５
４
９
０

ワクチン接種についてワクチン接種について

●
予
約
に
つ
い
て

・
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
ワ
ク
チ
ン
を

使
用
し
ま
す
。

・
追
加
接
種
の
方
は
２
回
目
の
接
種

日
か
ら
６
か
月
が
経
過
し
て
い
れ
ば

予
約
可
能
で
す
。ま
た
、初
回
接
種
の

方
の
予
約
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
予
約
方
法
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
電

話（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が
利
用
で
き
な
い
方
）

で
す
。

●
対
象
者

次
の
①
〜
③
の
全
て
を
満
た
す
方

①
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤（
学
）し

て
い
る
。

②
接
種
券
一
体
型
予
診
票
が
届
い
て

い
る
。

③
予
約
日
時
点
で
満
18
歳
以
上

●
会
場

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬（
高
崎
市
岩
押
町
12―

24
）

小
児（
５
〜
11
歳
）の
方
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

　
５
〜
11
歳
の
お
子
様
へ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、間

違
い
接
種
を
防
止
す
る
た
め
、集
団

接
種
の
み
実
施
し
ま
す
。

　
３
週
間
の
間
隔
を
空
け
て
２
回
接

種
す
る
た
め
、１
回
目
と
２
回
目
を

「
1
6
，5
9
0
円
」で
す

令
和
４
年
度

国
民
年
金

月
額
保
険
料
は

●
現
金
納
付

令
和
4
年
度
分
の
国
民
年
金
保

険
料
納
付
書
は
４
月
の
初
め
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
毎
月
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
通
常
の
納
付
書
に
て
当
月

末
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
前

納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、「
前
納

納
付
書
」
に
て
使
用
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替

１
ヵ
月
ご
と
の
通
常
振
替
の
場
合

は
翌
月
末
に
、
当
月
末
振
替
の
場

合
は
当
月
末
に
指
定
の
口
座
か

ら
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

６
ヵ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年

前
納
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合
、
４

月
末
に
割
引
さ
れ
た
金
額
の
保

険
料
が
指
定
の
口
座
か
ら
引
き

落
と
し
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所

☎
0
2
7
―
3
2
2
―
4
2
9
9

国
民
健
康
保
険

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
加
入
・
離
脱
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に
！

　
職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険

や
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
転
入
や
転
出
、
退

職
・
就
職
な
ど
に
よ
る
国
保
の
加

入
・
離
脱
に
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。

●
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保

険
証
が
な
い
間
の
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
離
脱
の
届
け
出
が
遅

れ
る
と
本
来
納
め
る
必
要
の
な
い

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

紛
失
な
ど
で
保
険
証
の
再
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
公
的
機
関

が
発
行
し
た
、
顔
写
真
貼
付
の
本

人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
国

人
住
民
の
方
は
右
記
の
も
の
以
外

に
在
留
カ
ー
ド
を
併
せ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64―

８
８
０
１

住
民
税
務
課
　
住
民
係

☎
82―

２
１
１
２

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき
または扶養家族からはずれたとき

子どもが生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に入ったとき

または、扶養家族になったとき

死亡したとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯主が変わったとき

世帯が分かれたときや一緒になったとき

氏名が変わったとき

就学のため別に住所を定めるとき

保険証を紛失したり破損したりしたとき

転出証明書、（マイナンバーカード）

社会保険離脱証明書

保険証

保険証、（マイナンバーカード）

国民健康保険証、加入した職場の健康保険証

保険証

保険証、（マイナンバーカード）

保険証

保険証

保険証

保険証、在学証明書等

本人確認書類、（破損した保険証）

こんなとき

国
保
に
加
入

す
る
と
き

国
保
を

や
め
る
と
き

そ
の
他
の
と
き

手続きに必要なもの

（　）で囲まれた必要書類は、お持ちの方のみ。

こんなときは必ず14日以内に届け出を！こんなときは必ず14日以内に届け出を！
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報しもにた

　
今
年
度
の
住
民
税
を
給
与
天
引
き

で
納
付
し
て
い
る
方
が
退
職
す
る
場

合
、退
職
す
る
前
に
給
与
所
得
者
異
動

届
出
書
の
提
出
及
び
最
後
の
給
与
か

ら
残
り
の
税
額
の
一
括
徴
収
が
必
要

で
す
。届
出
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、

退
職
者
本
人
へ
の
通
知
が
遅
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、退
職
予
定
者

が
い
る
場
合
、速
や
か
に
該
当
市
区
町

村
へ
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

住
民
税
務
課
税
務
係

☎
82―

2
1
1
3（
直
通
）

　
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、毎
年
４
月

１
日
現
在
で
車
検
証
上
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、廃

車
し
た
と
き
、住
所
・
氏
名
を
変
更
し

た
と
き
は
、必
ず
運
輸
支
局
で
登
録
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。3
月
31
日

ま
で
に
登
録
手
続
き
を
し
な
い
と
、令

和
4
年
度
も
あ
な
た
に
自
動
車（
種
別

割
）
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。変
更
の
手
続
き
は
、
お
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

群
馬
県
富
岡
行
政
県
税
事
務
所
　
　

☎
0
2
7
4―

63―

2
2
4
5

群
馬
県
自
動
車
税
事
務
所

☎
0
2
7―

2
6
3―

4
3
4
3

○
運
輸
支
局
で
の
登
録
手
続
に
つ
い
て

群
馬
運
輸
支
局
　

登
録
関
係
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
　

☎
0
5
0―

5
5
4
0―

2
0
2
1

給
与
特
別
徴
収
対
象
者
が
退
職
し
た
際
の

届
出
に
つ
い
て

自
動
車（
種
別
割
）の
名
義
変
更
・
住
所
変
更
・

抹
消
登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に
！

県
央
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ
ー

（
G
メ
ッ
セ
群
馬
）の
利
用
に

つ
い
て

　
２
月
20
日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た

「
赤
い
襷（
た
す
き
）」映
画
上
映
会

は
、ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間

「
赤
い
襷（
た
す
き
）」映
画
上
映
会 

延
期
の
お
知
ら
せ

が
延
長
さ
れ
た
た
め
、４
月
３
日

（
日
）に
延
期
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、様
々
な
困
難

に
直
面
し
た
方
々
の
生
活
、暮
ら
し
を

支
援
す
る
た
め
、国
で
は
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
１
世
帯

当
た
り
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象

　
令
和
３
年
12
月
10
日
現
在
、下
仁
田

町
に
住
民
票
が
あ
る
世
帯
で
、世
帯
全

員
の
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯

【
注
意
】

・
世
帯
全
員
が
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
他
の
親
族
等
の
扶
養
を
受
け

て
い
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
場

合
は
、申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し
、２

月
中
に
下
仁
田
町
か
ら「
臨
時
特
別
給

付
金
支
給
要
件
確
認
書
」を
郵
送
し
て

い
ま
す
。ま
だ
返
送
し
て
い
な
い
方
は

お
早
め
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
認
書
が
届
か
な
い
場
合

　
右
記
の
理
由
以
外
で
、住
民
税
非
課

税
世
帯
に
該
当
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

１
か
月
を
経
過
し
て
も
確
認
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
給
付
時
期

　
確
認
書
を
返
送
い
た
だ
い
て
か
ら

30
日
以
内
に
支
給
予
定
で
す
。

●
支
給
対
象

　
住
民
税
課
税
世
帯
で
あ
る
が
、家
計

が
急
変
し
て
い
る
場
合（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
ら
な

い
減
収
は
対
象
外
）申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
４
年
９

月
ま
で
の
任
意
の
１
か
月
の
収
入
に

12
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、住
民
税
均
等

割
が
非
課
税
と
な
る
水
準
に
相
当
す

る
額
（
別
表
参
照
）
と
な
る
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
※

所
得
は
令
和
３
年
分
の
源
泉
徴
収

票
又
は
年
収
換
算
か
ら
給
与
所
得
控

除
額
、経
費
等
を
減
額
し
て
算
出
し
ま

す
。

●
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

添
付
書
類
と
と
も
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
請
書
は
、役
場
総
務
課
・
保
健
セ

ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
商
工

会
で
配
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
、９
月
30
日（
金
）ま
で

で
す
。

　
な
お
、
審
査
の
結
果
、
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
給
付
時
期

　
受
付
後
、支
給
決
定
と
な
り
ま
し
た

ら
改
め
て
通
知
し
、そ
の
後
支
給
と
な

り
ま
す
。

----------------------------------------------
※

配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴

力
等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方

配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴
力

等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方
な
ど

（
Ｄ
Ｖ
避
難
者
等
）
特
殊
な
事
情
の
方

は
、
住
民
票
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
居

住
す
る
市
町
村
で
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
政
府
機
関
や
自
治
体
等
が
、本
給
付

金
に
つ
い
て
、
現
金
自
動
預
払
機（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）の
操
作
や
、
支
給
の
た
め
の
手

数
料
の
振
り
込
み
、Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に

よ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
使
用
し
た
手
続
き
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。政
府
機

関
や
自
治
体
等
を
装
っ
た
不
審
な
電

話
や
郵
便
、Ｅ
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
合

は
、
警
察
署
か
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
制
度
に
つ

い
て
の
お
問
合
わ
せ
）

☎
0
1
2
0―

5
2
6―

1
4
5

○
受
付
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

8
時

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

2
1
1
0

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

【
本
給
付
金
を
装
っ
た
特
殊
詐
欺
や
個

人
情
報
の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

別表（給与所得の例）

単身又は扶養親族がいない場合

配偶者･扶養親族(計1名)を扶養している場合

配偶者･扶養親族(計2名)を扶養している場合

配偶者･扶養親族(計3名)を扶養している場合

配偶者･扶養親族(計4名)を扶養している場合

配偶者･扶養親族(計5名)を扶養している場合

930,000円

1,378,000円

1,683,999円

2,099,999円

2,499,999円

2,899,999円

380,000円

828,000円

1,108,000円

1,388,000円

1,668,000円

1,948,000円

非課税相当限度額
(収入額)

2,043,999円

家族構成例

障害者･未成年者
寡婦･ひとり親の場合

非課税限度額
(所得額)

1,350,000円

　
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下
り

便
の
午
後
５
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
変
更
期
間

春
夏
期
　
４
月
１
日
（
金
）
〜

９
月
15
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課
　
学
校

教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス
　
企
画
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理
　
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式

会
社
下
仁
田
営
業
所
　

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82―

５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の

お
知
ら
せ

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す

る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出

基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、同
規
程
の
公

開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

支出日

1月6日

1月9日

1月11日

支出区分

会費

会費

会費

支出金額

5,000

5,000

2,000

12,000

支出内容支

部落解放同盟群馬県
連合会新春荊冠旗びらき

(1月分) (単位:円)

1月分 計

建築業組合新春
初顔合せ会

下仁田町消防団・
下仁田消防署出初式慰労会

　
燃
油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、農
業
経

営
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
施

設
園
芸
農
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、燃
油
価
格
が
一
定
の
基
準
を
超
え

た
場
合
に
購
入
費
の
一
部
を
補
助
。

●
交
付
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る

農
業
者
と
し
ま
す
。

① 

下
仁
田
町
内
に
居
住
す
る
個
人
ま

た
は
下
仁
田
町
内
に
事
業
所
を
置
く

法
人
で
あ
る
こ
と
。

② 

下
仁
田
町
内
の
園
芸
施
設
で
使
用

し
て
い
る
農
業
用
機
械
等
で
Ａ
重
油

ま
た
は
灯
油
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。

（
対
象
作
物
：
花
き
・
き
の
こ
類
・
こ

ん
に
ゃ
く
・
ト
マ
ト
等
）

③ 

令
和
２
年
以
降
の
１
年
間
の
農
産

物
販
売
額
が
50
万
円
以
上
。

施
設
園
芸
農
家
の
皆
様
へ
燃
油
購
入
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

④
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
交
付
対
象
経
費

　
令
和
３
年
10
月
〜
令
和
４
年
３
月

末
日
の
間
に
施
設
園
芸
用
に
購
入
し

た
Ａ
重
油
ま
た
は
灯
油
で
、購
入
単
価

が
基
準
単
価（
８
３
．１
円
）を
超
え
て

い
る
も
の
。

●
補
助
率

　
購
入
単
価
と
基
準
単
価
の
差
額
に

購
入
量
を
乗
じ
た
金
額
の
２
分
の
１

以
内（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

●
申
請
方
法

農
林
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送（
３
月
31

日
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。Ｊ
Ａ
甘
楽

富
岡
下
仁
田
営
農
セ
ン
タ
ー
で
も
申

請
書
の
受
取
及
び
提
出
が
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係

☎
64―

８
８
０
６（
直
通
）

　移住希望者などに紹介を行う
「下仁田町空き家バンク」への登
録をお願いしています。
●【空き家の改修支援】
空き家バンクに登録されている物
件の改修に費用の2分の1（上限
100万円）を補助
●【空き家の片付け支援】
空き家バンクに登録されている物
件の片付けに費用の2分の1（上限
10万円）を補助

●問い合わせ
下仁田町暮らしの相談窓口
（観光協会内）☎67―7500
下仁田町役場企画課地域振興係
☎64―8809

空き家を貸したい、
売りたい方へ
空き家バンク登録のご案内

住
民
税
非
課
税
世
帯

家
計
急
変
世
帯
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、様
々
な
困
難

に
直
面
し
た
方
々
の
生
活
、暮
ら
し
を

支
援
す
る
た
め
、国
で
は
住
民
税
均
等

割
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
て
１
世
帯

当
た
り
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
対
象

　
令
和
３
年
12
月
10
日
現
在
、下
仁
田

町
に
住
民
票
が
あ
る
世
帯
で
、世
帯
全

員
の
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯

【
注
意
】

・
世
帯
全
員
が
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
他
の
親
族
等
の
扶
養
を
受
け

て
い
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
場

合
は
、申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
申
請
方
法

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
対
し
、２

月
中
に
下
仁
田
町
か
ら「
臨
時
特
別
給

付
金
支
給
要
件
確
認
書
」を
郵
送
し
て

い
ま
す
。ま
だ
返
送
し
て
い
な
い
方
は

お
早
め
に
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
認
書
が
届
か
な
い
場
合

　
右
記
の
理
由
以
外
で
、住
民
税
非
課

税
世
帯
に
該
当
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

１
か
月
を
経
過
し
て
も
確
認
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
給
付
時
期

　
確
認
書
を
返
送
い
た
だ
い
て
か
ら

30
日
以
内
に
支
給
予
定
で
す
。

●
支
給
対
象

　
住
民
税
課
税
世
帯
で
あ
る
が
、家
計

が
急
変
し
て
い
る
場
合（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
ら
な

い
減
収
は
対
象
外
）申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
令
和
４
年
９

月
ま
で
の
任
意
の
１
か
月
の
収
入
に

12
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、住
民
税
均
等

割
が
非
課
税
と
な
る
水
準
に
相
当
す

る
額
（
別
表
参
照
）
と
な
る
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

※

所
得
は
令
和
３
年
分
の
源
泉
徴
収

票
又
は
年
収
換
算
か
ら
給
与
所
得
控

除
額
、経
費
等
を
減
額
し
て
算
出
し
ま

す
。

●
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

添
付
書
類
と
と
も
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
請
書
は
、役
場
総
務
課
・
保
健
セ

ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
商
工

会
で
配
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
、９
月
30
日（
金
）ま
で

で
す
。

　
な
お
、
審
査
の
結
果
、
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
給
付
時
期

　
受
付
後
、支
給
決
定
と
な
り
ま
し
た

ら
改
め
て
通
知
し
、そ
の
後
支
給
と
な

り
ま
す
。

----------------------------------------------
※

配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴

力
等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方

配
偶
者
や
そ
の
他
親
族
か
ら
の
暴
力

等
を
理
由
に
避
難
し
て
い
る
方
な
ど

（
Ｄ
Ｖ
避
難
者
等
）
特
殊
な
事
情
の
方

は
、
住
民
票
の
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
居

住
す
る
市
町
村
で
受
給
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
政
府
機
関
や
自
治
体
等
が
、本
給
付

金
に
つ
い
て
、
現
金
自
動
預
払
機（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）の
操
作
や
、
支
給
の
た
め
の
手

数
料
の
振
り
込
み
、Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
に

よ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
使
用
し
た
手
続
き
を

求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。政
府
機

関
や
自
治
体
等
を
装
っ
た
不
審
な
電

話
や
郵
便
、Ｅ
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
場
合

は
、
警
察
署
か
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
制
度
に
つ

い
て
の
お
問
合
わ
せ
）

☎
0
1
2
0―

5
2
6―

1
4
5

○
受
付
時
間
　
午
前
9
時
か
ら
午
後

8
時

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
係
　
☎
82―

2
1
1
0

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

【
本
給
付
金
を
装
っ
た
特
殊
詐
欺
や
個

人
情
報
の
搾
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

別表（給与所得の例）

単身又は扶養親族がいない場合

配偶者･扶養親族(計1名)を扶養している場合

配偶者･扶養親族(計2名)を扶養している場合

配偶者･扶養親族(計3名)を扶養している場合

配偶者･扶養親族(計4名)を扶養している場合

配偶者･扶養親族(計5名)を扶養している場合

930,000円

1,378,000円

1,683,999円

2,099,999円

2,499,999円

2,899,999円

380,000円

828,000円

1,108,000円

1,388,000円

1,668,000円

1,948,000円

非課税相当限度額
(収入額)

2,043,999円

家族構成例

障害者･未成年者
寡婦･ひとり親の場合

非課税限度額
(所得額)

1,350,000円

　
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
小
中
学
校

の
登
下
校
に
合
わ
せ
、
各
路
線
下
り

便
の
午
後
５
時
以
降
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
時
間
（
平
日
）
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
時
刻
表
を

よ
く
ご
覧
の
上
ご
乗
車
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
児
童
生
徒
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
変
更
期
間

春
夏
期
　
４
月
１
日
（
金
）
〜

９
月
15
日
（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
教
育
課
　
学
校

教
育
係
　
☎
82―

２
１
１
５

○
し
も
に
た
バ
ス
　
企
画
課
　
地
域

創
生
係
　
☎
64―

８
８
０
９

○
運
転
管
理
　
上
信
ハ
イ
ヤ
ー
株
式

会
社
下
仁
田
営
業
所
　

☎
82―

２
４
２
９

バ
ス
事
務
所
　
☎
82―

５
０
３
８

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
時
刻
の
変
更
の

お
知
ら
せ

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、町
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、

町
を
代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体
と
の
交
際
に
要
す

る
経
費
で
、下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規
程
の
支
出

基
準
に
基
づ
い
て
支
出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に
つ
い
て
、同
規
程
の
公

開
基
準
に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

支出日

1月6日

1月9日

1月11日

支出区分

会費

会費

会費

支出金額

5,000

5,000

2,000

12,000

支出内容支

部落解放同盟群馬県
連合会新春荊冠旗びらき

(1月分) (単位:円)

1月分 計

建築業組合新春
初顔合せ会

下仁田町消防団・
下仁田消防署出初式慰労会

　
燃
油
価
格
の
高
騰
に
伴
い
、農
業
経

営
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
施

設
園
芸
農
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、燃
油
価
格
が
一
定
の
基
準
を
超
え

た
場
合
に
購
入
費
の
一
部
を
補
助
。

●
交
付
対
象
者

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る

農
業
者
と
し
ま
す
。

① 

下
仁
田
町
内
に
居
住
す
る
個
人
ま

た
は
下
仁
田
町
内
に
事
業
所
を
置
く

法
人
で
あ
る
こ
と
。

② 

下
仁
田
町
内
の
園
芸
施
設
で
使
用

し
て
い
る
農
業
用
機
械
等
で
Ａ
重
油

ま
た
は
灯
油
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
。

（
対
象
作
物
：
花
き
・
き
の
こ
類
・
こ

ん
に
ゃ
く
・
ト
マ
ト
等
）

③ 

令
和
２
年
以
降
の
１
年
間
の
農
産

物
販
売
額
が
50
万
円
以
上
。

施
設
園
芸
農
家
の
皆
様
へ
燃
油
購
入
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

④
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

●
交
付
対
象
経
費

　
令
和
３
年
10
月
〜
令
和
４
年
３
月

末
日
の
間
に
施
設
園
芸
用
に
購
入
し

た
Ａ
重
油
ま
た
は
灯
油
で
、購
入
単
価

が
基
準
単
価（
８
３
．１
円
）を
超
え
て

い
る
も
の
。

●
補
助
率

　
購
入
単
価
と
基
準
単
価
の
差
額
に

購
入
量
を
乗
じ
た
金
額
の
２
分
の
１

以
内（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

●
申
請
方
法

農
林
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送（
３
月
31

日
必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。Ｊ
Ａ
甘
楽

富
岡
下
仁
田
営
農
セ
ン
タ
ー
で
も
申

請
書
の
受
取
及
び
提
出
が
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係

☎
64―

８
８
０
６（
直
通
）

　移住希望者などに紹介を行う
「下仁田町空き家バンク」への登
録をお願いしています。
●【空き家の改修支援】
空き家バンクに登録されている物
件の改修に費用の2分の1（上限
100万円）を補助
●【空き家の片付け支援】
空き家バンクに登録されている物
件の片付けに費用の2分の1（上限
10万円）を補助

●問い合わせ
下仁田町暮らしの相談窓口
（観光協会内）☎67―7500
下仁田町役場企画課地域振興係
☎64―8809

空き家を貸したい、
売りたい方へ
空き家バンク登録のご案内

住
民
税
非
課
税
世
帯

家
計
急
変
世
帯
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農
業
・
農
村
は
農
産
物
の
産
出
と

い
う
直
接
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
国

土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
自
然

環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成

等
の
様
々
な
機
能
（
多
面
的
機
能
）

を
有
し
て
お
り
、
そ
の
利
益
は
広
く

国
民
が
享
受
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
農
村
地

域
の
過
疎
化
・
高
齢
化
等
の
進
行
に

伴
う
集
落
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
地

域
の
共
同
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障

が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共

同
活
動
の
困
難
化
に
伴
い
、
農
用

地
・
水
路
・
農
道
等
の
地
域
資
源
の

保
全
管
理
に
対
す
る
担
い
手
農
家
の

負
担
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
、
農

業
者
と
地
域
住
民
が
農
用
地
・
水

路
・
農
道
等
の
地
域
資
源
を
共
同
活

動
で
保
全
管
理
し
て
い
る
活
動
組
織

に
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
地
域
の
共
同
活
動
を
通
じ
て
、
農

業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が

維
持
・
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
担

い
手
農
家
へ
集
中
す
る
作
業
負
担
を

地
域
ぐ
る
み
で
軽
減
し
、
農
業
の
構

造
改
革
を
後
押
し
し
ま
す
。

　
下
仁
田
町
内
で
は
３
組
織
が
、
こ

の
交
付
金
を
活
用
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
新
た
に
活
動
組
織
の
立
ち
上
げ

を
希
望
す
る
地
域
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係
　

☎
64―

８
８
０
６ 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

組織名
鎌田環境整備グループ

組織代表　飯野　芳和
活動地域　鎌田（馬山）
活動開始年　平成19年
活動内容　農用地周辺の除草、電柵
の整備、植栽等の景観形成活動等

組織名　
二岩フラワーファイブ

組織代表　永井　毅
活動地域　二岩（中小坂）
活動開始年　平成29年
活動内容　農用地周辺の除草、電柵
の整備、植栽等の景観形成活動、水
路の補修等

組織名　
小河原クラブ

組織代表　金井　康行
活動地域　小河原・坂詰（東野牧）
活動開始年　平成29年
活動内容　農用地周辺の除草、電柵
の整備、植栽等の景観形成活動、水
路の補修等

　
音
楽
と
と
も
に
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、ジ
オ
サ
イ
ト
の
ひ
と
つ
青
岩
公
園

で
開
催
し
ま
す
。キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出

店
や
ジ
オ
ガ
イ
ド
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

●
日
時
　
４
月
３
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

『
B
L
U
E 

R
O
C
K

H
E
A
V
E
N
』を
開
催
し
ま
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

3月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

3/17（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

3/8（火）

１０：００～１１：３０

●
問
い
合
わ
せ

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
現
実
化

委
員
会
　
田
村

☎
０
９
０―

４
１
７
３―

３
８
６
７

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
板
倉
清
美
先
生
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室（
ズ
ン
バ
教
室
）を
開
催
し
ま
す
。ラ

テ
ン
音
楽
を
中
心
に
世
界
中
の
音
楽
で

行
わ
れ
る
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、運
動

不
足
解
消
、体
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
期
日
　
４
月
８
日
か
ら
毎
週
金
曜

日（
全
10
回
）除
外
日
あ
り

●
時
間
　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
20

分●
会
場
　
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｗ
ｏ
富
岡
市
民

体
育
館
　
剣
道
場

一
人
い
ち
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
ズ
ン
バ
教
室
）開
催

●
募
集
人
数
　
20
人（
先
着
順
）

●
対
象
者
　
富
岡
市
在
住
・
在
勤
者

下
仁
田
町
、南
牧
村
、甘
楽
町
在
住
者

18
歳
以
上

●
参
加
費
　
全
10
回
　
２
，０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
記
載
さ

れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

必
要
事
項
を
入
力
の
う
え
申
し
込
む
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
０
２
７
４―

63―

６
３
９
２
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農
業
・
農
村
は
農
産
物
の
産
出
と

い
う
直
接
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
国

土
の
保
全
、
水
源
の
か
ん
養
、
自
然

環
境
の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成

等
の
様
々
な
機
能
（
多
面
的
機
能
）

を
有
し
て
お
り
、
そ
の
利
益
は
広
く

国
民
が
享
受
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
農
村
地

域
の
過
疎
化
・
高
齢
化
等
の
進
行
に

伴
う
集
落
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
地

域
の
共
同
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障

が
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
共

同
活
動
の
困
難
化
に
伴
い
、
農
用

地
・
水
路
・
農
道
等
の
地
域
資
源
の

保
全
管
理
に
対
す
る
担
い
手
農
家
の

負
担
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
、
農

業
者
と
地
域
住
民
が
農
用
地
・
水

路
・
農
道
等
の
地
域
資
源
を
共
同
活

動
で
保
全
管
理
し
て
い
る
活
動
組
織

に
交
付
金
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　
地
域
の
共
同
活
動
を
通
じ
て
、
農

業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機
能
が

維
持
・
発
揮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
担

い
手
農
家
へ
集
中
す
る
作
業
負
担
を

地
域
ぐ
る
み
で
軽
減
し
、
農
業
の
構

造
改
革
を
後
押
し
し
ま
す
。

　
下
仁
田
町
内
で
は
３
組
織
が
、
こ

の
交
付
金
を
活
用
し
活
動
し
て
い
ま

す
。
新
た
に
活
動
組
織
の
立
ち
上
げ

を
希
望
す
る
地
域
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
農
林
課
農
業
係
　

☎
64―

８
８
０
６ 

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
に
つ
い
て

組織名
鎌田環境整備グループ

組織代表　飯野　芳和
活動地域　鎌田（馬山）
活動開始年　平成19年
活動内容　農用地周辺の除草、電柵
の整備、植栽等の景観形成活動等

組織名　
二岩フラワーファイブ

組織代表　永井　毅
活動地域　二岩（中小坂）
活動開始年　平成29年
活動内容　農用地周辺の除草、電柵
の整備、植栽等の景観形成活動、水
路の補修等

組織名　
小河原クラブ

組織代表　金井　康行
活動地域　小河原・坂詰（東野牧）
活動開始年　平成29年
活動内容　農用地周辺の除草、電柵
の整備、植栽等の景観形成活動、水
路の補修等

　
音
楽
と
と
も
に
下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、ジ
オ
サ
イ
ト
の
ひ
と
つ
青
岩
公
園

で
開
催
し
ま
す
。キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出

店
や
ジ
オ
ガ
イ
ド
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

●
日
時
　
４
月
３
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

『
B
L
U
E 

R
O
C
K

H
E
A
V
E
N
』を
開
催
し
ま
す
。

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

3月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

3/17（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児とあそぼう・園庭開放

3/8（火）

１０：００～１１：３０

●
問
い
合
わ
せ

バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
現
実
化

委
員
会
　
田
村

☎
０
９
０―

４
１
７
３―

３
８
６
７

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し

て
板
倉
清
美
先
生
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室（
ズ
ン
バ
教
室
）を
開
催
し
ま
す
。ラ

テ
ン
音
楽
を
中
心
に
世
界
中
の
音
楽
で

行
わ
れ
る
ダ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、運
動

不
足
解
消
、体
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
期
日
　
４
月
８
日
か
ら
毎
週
金
曜

日（
全
10
回
）除
外
日
あ
り

●
時
間
　
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
20

分●
会
場
　
Ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
ｗ
ｏ
富
岡
市
民

体
育
館
　
剣
道
場

一
人
い
ち
ス
ポ
ー
ツ
教
室

（
ズ
ン
バ
教
室
）開
催

●
募
集
人
数
　
20
人（
先
着
順
）

●
対
象
者
　
富
岡
市
在
住
・
在
勤
者

下
仁
田
町
、南
牧
村
、甘
楽
町
在
住
者

18
歳
以
上

●
参
加
費
　
全
10
回
　
２
，０
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）

●
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
記
載
さ

れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

必
要
事
項
を
入
力
の
う
え
申
し
込
む
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
０
２
７
４―

63―

６
３
９
２



や
す
く
、
可
燃
性
蒸
気
と
な
る
た

め
、
火
源
が
あ
る
と
引
火
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

家
族
や
地
域
で
火
災
予
防
の
意
識

を
持
ち
、
高
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
消
防
署
に
問
合
せ
、

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
　

（http://fdto-ka.sakura.ne.jp/

）

　
令
和
4
年
度
防
火
管
理
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
例
年
よ
り
開

催
時
期
が
大
幅
に
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
8
月
3
日
（
水
）、
8
月

4
日
（
木
）（
2
日
間
）

●
会
場
　

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識
及

び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者
　
資
格
取
得
希
望
者
、
収

容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管
理

者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
所
（
消
防
法
第
8
条
の
対
象

事
業
所
）

●
講
習
費
用
　
8
，
0
0
0
円

11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

い
。

※

心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
４
月
５
日
（
毎
月
第
1

火
曜
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

学
習
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

※

相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相

談
に
応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま

す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

●
受
付
期
間
　
6
月
21
日
（
火
）
〜

6
月
28
日
（
火
）
8
日
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
（
受
付
開

始
日
9
時
〜
終
了
日
23
時
59
分
）

F
A
X
受
付
（
受
付
期
間
中
の
平

日
9
時
〜
16
時
）

●
受
講
定
数
　
60
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
受
付
機
関
　
一
般
社
団
法
人
　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
03
―
3
5
9
1
―
7
1
2
1

℻
03
―
3
5
9
1
―
7
1
3
0

HPhttps://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

※

詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
方
法
　
日
本
防
火
・
防
災

協
会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は

F
A
X
申
し
込
み
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
前

記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

F
A
X
申
し
込
み
先
は
、
前
記
協

会
F
A
X
番
号
へ
。

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関

や
公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行

政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
３
月
25

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3

月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

　『
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
　

火
の
始
末
』
が
、
令
和
3
年
度
の

全
国
統
一
防
火
標
語
で
す
。

　
例
年
、
春
先
は
タ
バ
コ
、
た
き

火
の
不
始
末
や
不
注
意
か
ら
火
災

に
至
る
こ
と
が
多
く
、
全
国
統
計

で
は
1
年
の
う
ち
で
3
月
が
最
も

多
く
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
家
庭
内
で
手
指
消
毒

を
す
る
際
に
は
、
火
気
の
近
く
で

の
消
毒
は
避
け
、
消
毒
直
後
も
火

気
に
近
づ
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
揮
発
し

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
者

●
申
込
方
法

◎
３
月
18
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
４
月

４
日（
月
）﹇
受
信
有
効
﹈ま
で
に
、原
則

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://w

w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

に
よ
り

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

人
事
院
　

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

●
試
験
日

◎
第
１
次
試
験
日
　
６
月
５
日（
日
）

◎
第
２
次
試
験
日
　
７
月
４
日
（
月
）

〜
７
月
15
日（
金
）の
い
ず
れ
か
第
1
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３―

3
5
8
1―

5
3
1
1
　

内
線
2
3
3
2

○
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

☎
0
4
8―

6
0
0―

3
1
1
1
　

内
線
2
0
9
7

　
３
月
６
日
（
日
）
に
開
催
予
定

の
か
ら
っ
風
駅
伝
大
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
参
加
者
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
と
判
断
し
、
大
会
の
中
止
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
例
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
者
並
び
に
参
加
を
予
定
さ
れ

て
い
た
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国
税
専

門
官（
国
家
公
務
員
）を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
４
年
４
月
２
日
〜

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

（
１
）
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。以
下

同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
５

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

●
業
務
内
容
　
観
光
案
内
（
窓
口
・

電
話
対
応
等
）

●
時
給
　
協
会
規
定
に
よ
る

●
勤
務
日
時
　
9
時
〜
16
時

※

勤
務
日
・
時
間
等
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

（
一
社
）
下
仁
田
町
観
光
協
会
　

☎
67
―
7
5
0
0
　
担
当   

津
金
澤

 

　
建
設
水
道
課
で
は
、
計
量
法
に

定
め
ら
れ
た
検
定
有
効
期
間
が
満

了
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
作
業
を
町
指
定
工
事
店
に
委
託

し
て
行
い
ま
す
。
期
間
中
に
該
当

す
る
世
帯
・
事
業
所
等
に
委
託
業

者
が
伺
い
、
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、

一
時
的
に
断
水
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
取
り
替
え
期
間
　
４
月
〜
５
月

●
取
り
替
え
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　

建
設
水
道
課
　
水
道
係
　

☎
64
―
８
８
０
８
（
直
通
）

　

　
下
仁
田
町
で
は
、
小
学
生
の
放

課
後
の
居
場
所
作
り
と
し
て
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
15
名
の
ス
タ
ッ
フ

で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
た
な
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

●
場
所
　
下
仁
田
小
学
校

（
１
階
東
側
教
室
）

●
時
間
　
○
平
日
　
月
・
木
曜
日

午
後
１
時
45
分
〜
午
後
３
時
15
分

火
・
水
・
金
曜
日
　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

○
夏
休
み
期
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
12
時

●
仕
事
内
容

宿
題
や
外
遊
び
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

子
ど
も
達
の
見
守
り

●
謝
礼
金
　
１
時
間
　
８
０
０
円

●
そ
の
他
　
○
参
加
い
た
だ
く
日
数

は
都
合
に
合
わ
せ
、
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
事
前
に
教
育
委
員
会
ま
で
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
見
学
も
可
能

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
０
２
７
４
―
82
―
２
１
１
５

甲
種
防
火
管
理
講
習
会
に
つ
い
て

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
!!

下
仁
田
町
観
光
協
会

パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
募
集

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

作
業
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談

第
39
回 

下
仁
田
町

か
ら
っ
風
駅
伝
大
会
の
中
止

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験
に
つ
い
て

人
権
相
談

善
意
の
紹
介

　
元
下
仁
田
小
学
校
長
の
佐
俣
英

司
様（
安
中
市
）か
ら
下
仁
田
小
学

校
運
営
に
金
５
万
円
の
浄
財
を
ご

寄
附
頂
き
ま
し
た
。

　
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



や
す
く
、
可
燃
性
蒸
気
と
な
る
た

め
、
火
源
が
あ
る
と
引
火
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

家
族
や
地
域
で
火
災
予
防
の
意
識

を
持
ち
、
高
め
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
消
防
署
に
問
合
せ
、

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
　

（http://fdto-ka.sakura.ne.jp/

）

　
令
和
4
年
度
防
火
管
理
講
習
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
例
年
よ
り
開

催
時
期
が
大
幅
に
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
8
月
3
日
（
水
）、
8
月

4
日
（
木
）（
2
日
間
）

●
会
場
　

富
岡
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
講
習
内
容
　
防
火
管
理
の
知
識
及

び
危
険
物
の
安
全
管
理
等

●
対
象
者
　
資
格
取
得
希
望
者
、
収

容
人
員
が
規
定
以
上
で
防
火
管
理

者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
所
（
消
防
法
第
8
条
の
対
象

事
業
所
）

●
講
習
費
用
　
8
，
0
0
0
円

11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

お知らせ版お知らせ版
SHIMONITA　INFORMATION■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535

■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

い
。

※

心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
４
月
５
日
（
毎
月
第
1

火
曜
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

学
習
室

●
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０
（
総
務
課
直
通
）

※

相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
い
じ
め
」「
児
童
虐
待
」「
家
庭

内
暴
力
」
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
り
う
る
悩
み
事
の
相

談
に
応
じ
適
切
な
助
言
を
行
い
ま

す
。

　
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
下
仁
田
町
公
民
館
　
３
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

●
問
い
合
わ
せ
　

住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
―
２
１
１
２

●
受
付
期
間
　
6
月
21
日
（
火
）
〜

6
月
28
日
（
火
）
8
日
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
（
受
付
開

始
日
9
時
〜
終
了
日
23
時
59
分
）

F
A
X
受
付
（
受
付
期
間
中
の
平

日
9
時
〜
16
時
）

●
受
講
定
数
　
60
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
受
付
機
関
　
一
般
社
団
法
人
　

日
本
防
火
・
防
災
協
会

☎
03
―
3
5
9
1
―
7
1
2
1

℻
03
―
3
5
9
1
―
7
1
3
0

HPhttps://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

※

詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
方
法
　
日
本
防
火
・
防
災

協
会
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
又
は

F
A
X
申
し
込
み
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
は
前

記
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

F
A
X
申
し
込
み
先
は
、
前
記
協

会
F
A
X
番
号
へ
。

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関

や
公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行

政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
３
月
25

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
3

月
１
日
か
ら
7
日
ま
で
行
わ
れ
ま

す
。

　『
お
う
ち
時
間
　
家
族
で
点
検
　

火
の
始
末
』
が
、
令
和
3
年
度
の

全
国
統
一
防
火
標
語
で
す
。

　
例
年
、
春
先
は
タ
バ
コ
、
た
き

火
の
不
始
末
や
不
注
意
か
ら
火
災

に
至
る
こ
と
が
多
く
、
全
国
統
計

で
は
1
年
の
う
ち
で
3
月
が
最
も

多
く
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
家
庭
内
で
手
指
消
毒

を
す
る
際
に
は
、
火
気
の
近
く
で

の
消
毒
は
避
け
、
消
毒
直
後
も
火

気
に
近
づ
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
は
揮
発
し

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
者

●
申
込
方
法

◎
３
月
18
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
４
月

４
日（
月
）﹇
受
信
有
効
﹈ま
で
に
、原
則

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トhttp://w

w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

に
よ
り

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

人
事
院
　

採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

●
試
験
日

◎
第
１
次
試
験
日
　
６
月
５
日（
日
）

◎
第
２
次
試
験
日
　
７
月
４
日
（
月
）

〜
７
月
15
日（
金
）の
い
ず
れ
か
第
1
次

試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

●
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

☎
０
３―

3
5
8
1―

5
3
1
1
　

内
線
2
3
3
2

○
右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

☎
0
4
8―

6
0
0―

3
1
1
1
　

内
線
2
0
9
7

　
３
月
６
日
（
日
）
に
開
催
予
定

の
か
ら
っ
風
駅
伝
大
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
参
加
者
の
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
と
判
断
し
、
大
会
の
中
止
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
例
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

関
係
者
並
び
に
参
加
を
予
定
さ
れ

て
い
た
皆
様
に
は
、
何
卒
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

　
国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
国
税
専

門
官（
国
家
公
務
員
）を
募
集
し
ま
す
。

●
受
験
資
格

①
平
成
４
年
４
月
２
日
〜

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

（
１
）
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。以
下

同
じ
。）
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
５

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
者

●
業
務
内
容
　
観
光
案
内
（
窓
口
・

電
話
対
応
等
）

●
時
給
　
協
会
規
定
に
よ
る

●
勤
務
日
時
　
9
時
〜
16
時

※

勤
務
日
・
時
間
等
相
談
に
応
じ

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　

（
一
社
）
下
仁
田
町
観
光
協
会
　

☎
67
―
7
5
0
0
　
担
当   

津
金
澤

 
　
建
設
水
道
課
で
は
、
計
量
法
に

定
め
ら
れ
た
検
定
有
効
期
間
が
満

了
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
作
業
を
町
指
定
工
事
店
に
委
託

し
て
行
い
ま
す
。
期
間
中
に
該
当

す
る
世
帯
・
事
業
所
等
に
委
託
業

者
が
伺
い
、
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替

え
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、

一
時
的
に
断
水
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
取
り
替
え
期
間
　
４
月
〜
５
月

●
取
り
替
え
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　

建
設
水
道
課
　
水
道
係
　

☎
64
―
８
８
０
８
（
直
通
）

　

　
下
仁
田
町
で
は
、
小
学
生
の
放

課
後
の
居
場
所
作
り
と
し
て
「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
15
名
の
ス
タ
ッ
フ

で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
た
な
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

●
場
所
　
下
仁
田
小
学
校

（
１
階
東
側
教
室
）

●
時
間
　
○
平
日
　
月
・
木
曜
日

午
後
１
時
45
分
〜
午
後
３
時
15
分

火
・
水
・
金
曜
日
　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

○
夏
休
み
期
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
12
時

●
仕
事
内
容

宿
題
や
外
遊
び
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

子
ど
も
達
の
見
守
り

●
謝
礼
金
　
１
時
間
　
８
０
０
円

●
そ
の
他
　
○
参
加
い
た
だ
く
日
数

は
都
合
に
合
わ
せ
、
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
事
前
に
教
育
委
員
会
ま
で
連
絡

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
見
学
も
可
能

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

☎
０
２
７
４
―
82
―
２
１
１
５

甲
種
防
火
管
理
講
習
会
に
つ
い
て

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
ま
す
!!

下
仁
田
町
観
光
協
会

パ
ー
ト・ア
ル
バ
イ
ト
募
集

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え

作
業
の
お
知
ら
せ

行
政
相
談

第
39
回 

下
仁
田
町

か
ら
っ
風
駅
伝
大
会
の
中
止

に
つ
い
て

令
和
４
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験
に
つ
い
て

人
権
相
談

善
意
の
紹
介

　
元
下
仁
田
小
学
校
長
の
佐
俣
英

司
様（
安
中
市
）か
ら
下
仁
田
小
学

校
運
営
に
金
５
万
円
の
浄
財
を
ご

寄
附
頂
き
ま
し
た
。

　
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
雑
煮
の
香
巷
に
流
れ
年
新

　
　
　
　
　

  

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
ほ
た
る
橋
続
く
美
わ
し
ほ
た
る
坂

　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
冬
麗
の
荒
船
の
裾
我
が
住
家

　
　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
青
岩
で
親
子
戯
れ
鴨
は
し
ゃ
ぐ

　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　山
崎

　照
子

■
雑
煮
椀
祝
う
が
如
き
立
ち
止
ま
る
湯
気
の
快
気
に
年
占
う

　
　
　
　
　（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
立
ち
あ
た
り
砂
に
ま
み
れ
た
精
進
は
コ
ロ
ナ
禍
あ
る
手
賜
杯
貴
し

　
　（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
明
治
橋
渡
り
入
る
る
細
道
を
さ
や
か
に
照
ら
す
み
か
ん
色
の
灯

　
　

  

　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
裸
木
は
梢
寄
せ
合
い
寒
に
耐
え
や
が
て
来
る
春
心
待
ち
す
る
日
々

　
　（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

す
き
ま
か
ぜ

う
と

み
ょ
う
ぎ

り
ん

き
が
い

き
た

ろ
う
ば
い

い
ろ

と
し
あ
ら
た

【
星
俳
句
会

　令
和
四
年
一
月
句
会
】

■
ど
ん
ど
の
火
浴
び
て
泣
き
止
む
赤
子
か
な

　工
藤
初
恵

■
冬
晴
れ
の
日
を
寄
せ
な
が
ら
手
縫
い
針

　新
井
笑
子

■
曜
日
に
は
疎
き
暮
ら
し
や
実
万
両

　
　
　高
田
ト
ク

■
朝
の
凍
て
稜
線
凛
と
し
て
妙
義
山

　
　
　
　

 

斉
藤
悦
子

■
賀
状
よ
り
は
み
出
す
虎
の
気
概
か
な

　
　須
藤
禮
子

■
か
す
か
な
る
湯
気
の
片
寄
り
隙
間
風

　
　
　永
井
波
江

■
荒
船
を
燃
え
尽
く
す
や
う
寒
夕
焼
け

　
　
　吉
田
文
子

■
北
風
吹
く
や
声
押
し
上
げ
て
上
州
弁

　
　
　佐
藤
信
香

■
升
目
ご
と
小
さ
な
破
れ
白
障
子

　
　
　
　佐
藤
志
げ
子

■
蝋
梅
の
満
ち
た
る
彩
の
光
か
な

　

 

　
　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

「
新
刊
図
書
情
報
」

著者名

岡本さとる

鈴木英治

藤井邦夫

藤井邦夫

上田秀人

風野真知雄

小杉健治

佐伯泰英

著者名

小杉健治

青山美智子

川村元気

一種ミチ

柚木麻子

土井善晴／土井光

トロル

柴田理恵

書名

居酒屋お夏春夏秋冬　鰻と甘酒

江戸の雷神2　敵意

大江戸閻魔帳6　福の神

新・秋山久蔵御用控12　凶状持

高家表裏譚4　謁見

宮本武蔵の猿　奇剣三社流望月竜之進1

向島・箱屋新吉　新章㈠　箱屋の使命

吉原裏同心36　陰の人

書名

儚き名刀　義賊・神田小僧5

赤と青とエスキース

神曲

パラソルでパラシュート

らんたん

お味噌知る。

おしりダンデイザ・ヤング3 おばけやしきのなぞ！

おかあさんありがとう

1
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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令和４年
第448号

公民館だより公民館だより

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！
公民館ではさまざまなサークル・団体が活動しています。

　4月23日の子ども読書の日に合わせて、下仁田小学校・下仁田中学校・下仁田町公民館では各図書室が
連携して読書活動の推進に取り組んでいます。公民館図書室では、あなたの体験談と体験談にまつわるお
すすめの本を通じて、地域の大人が中学生へメッセージを届ける図書企画を実施し、特別展示として、中学
校図書室・公民館図書室で紹介します。

①中学生・高校生の時に経験した“壁にぶつかった”体験談
②その時の自分に「この本に出逢ってほしかった」と思うおすすめの１冊

あけぼの会あけぼの会

募集するもの募集するもの

　 下仁田町在住・在勤者
　 下仁田町出身者
　 下仁田町に思い入れのある方
応募方法などの詳細は、下仁田町公民館までお問合せください。
（月～土曜日　8：30～17:15）

応募できる人応募できる人

公民館だより

図書室掲示板
子ども読書WEEK図書企画

活動日　第1・3火曜日（随時変更あり）
　　　　19：00～21：00
場　所　下仁田町公民館3F　相談室
会員数　9名
問い合わせ　下仁田町公民館（☎82-3535）
サークル紹介
英会話の会です。
各自の最近の出来事を話し、それに対する感想や
質問などで会話が盛り上がっています。外国と日本
との文化や習慣の違いなども分かって楽しいです。
※コロナ禍のため、会員募集は行っていません。

下仁田町公民館
☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

あなたの体験談と、
体験談にまつわる
おすすめの1冊を
募集します
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公民館だより公民館だより

サークル活動を紹介します！サークル活動を紹介します！
公民館ではさまざまなサークル・団体が活動しています。

　4月23日の子ども読書の日に合わせて、下仁田小学校・下仁田中学校・下仁田町公民館では各図書室が
連携して読書活動の推進に取り組んでいます。公民館図書室では、あなたの体験談と体験談にまつわるお
すすめの本を通じて、地域の大人が中学生へメッセージを届ける図書企画を実施し、特別展示として、中学
校図書室・公民館図書室で紹介します。

①中学生・高校生の時に経験した“壁にぶつかった”体験談
②その時の自分に「この本に出逢ってほしかった」と思うおすすめの１冊

あけぼの会あけぼの会

募集するもの募集するもの

　 下仁田町在住・在勤者
　 下仁田町出身者
　 下仁田町に思い入れのある方
応募方法などの詳細は、下仁田町公民館までお問合せください。
（月～土曜日　8：30～17:15）

応募できる人応募できる人

公民館だより

図書室掲示板
子ども読書WEEK図書企画

活動日　第1・3火曜日（随時変更あり）
　　　　19：00～21：00
場　所　下仁田町公民館3F　相談室
会員数　9名
問い合わせ　下仁田町公民館（☎82-3535）
サークル紹介
英会話の会です。
各自の最近の出来事を話し、それに対する感想や
質問などで会話が盛り上がっています。外国と日本
との文化や習慣の違いなども分かって楽しいです。
※コロナ禍のため、会員募集は行っていません。

下仁田町公民館
☎0274-82-3535
下仁田町公民館
☎0274-82-3535

あなたの体験談と、
体験談にまつわる
おすすめの1冊を
募集します
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下
仁
田
駅
手
前
の
踏
切
の
一
帯
は

「
石
神
」と
い
う
地
名
で
あ
る
。踏
切

を
過
ぎ
る
と
道
は
す
ぐ
西
へ
と
町
の

中
心
街
を
走
っ
て
い
る
。現
在
の
役
場

庁
舎
建
設
前
に
は
、こ
こ
に
伝
染
病
の

隔
離
病
棟
が
建
っ
て
い
た
。内
山
に
通

じ
る
県
道
が
国
道
に
な
っ
た
の
は
１

９
６
４
年（
昭
和
39
）で
、下
町
〜
石

神
バ
イ
パ
ス
が
開
通
を
み
た
の
は
１

９
６
７
年（
昭
和
42
）で
あ
っ
た
。そ

の
後
に
国
道
に
移
管
さ
れ
た
。

　
下
仁
田
町
役
場
庁
舎
の
落
成
・
移

転
が
１
９
７
４
年（
昭
和
49
）で
、１

９
８
５
年（
昭
和
60
）に
下
仁
田
警

察
署
が
落
成
・
移
転
を
し
た
。以
後
、

周
辺
一
帯
に
人
家
が
立
ち
並
び
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
山
際
公
園
内
に
は
、稲

荷
神
社
と
火
の
神
秋
葉
神
社
と
が
祀

ら
れ
て
お
り
、境
内
に
永
福
寺
と
い

う
寺
が
あ
っ
た
。開
基
は
１
６
７
３

年（
延
宝
元
）で
、後
に
廃
寺
と
な
っ
て
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現
在
は
、こ
の
地
を
山
際
公
園
と

呼
ん
で
い
る
が
、昭
和
の
初
め
生
ま
れ

の
わ
れ
わ
れ
は「
よ
う
ふ
く
じ
」と
呼

び
親
し
ん
で
き
た
。現
在
、「
よ
う
ふ

く
じ
」の
呼
び
名
を
知
っ
て
い
る
の
は

ご
く
一
部
の
人
達
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。今
ま
で
、何
故「
え
い
ふ
く
じ
」と

呼
ば
な
か
っ
た
の
か
疑
問
を
持
ち
続

け
現
在
に
至
っ
て
い
る
。今
に
な
っ
て

調
べ
を
進
め
て
み
る
と
、永
福
寺
を

「
よ
う
ふ
く
じ
」と
呼
ん
で
い
た
所
が

他
に
も
あ
っ
た
。神
奈
川
県
鎌
倉
市

二
階
堂（
旧
二
階
堂
村
）に
あ
る
史
跡

で
、同
名
の
寺
の
永
福
寺
が
あ
っ
た
。

こ
の
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は
、鎌
倉
時
代
初
期
、源
頼
朝

が
中
尊
寺
の
二
階
堂
、大
長
寿
院
を

模
し
て
建
立
し
た
寺
院
で
、鶴
岡
八

幡
宮
、勝
長
寿
院
と
な
ら
ん
で
当
時

の
鎌
倉
の
三
大
寺
社
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
記
さ
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て
い
る
。今
は
廃
寺
と
な
っ

て
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は
国
の
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指
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い
る
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当
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三
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の
一
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あ
っ
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と
記
さ
れ
て
い
る
。今
は
廃
寺
と
な
っ

て
、寺
跡
は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。建
立
は
１
１
９
２

年（
建
久
３
）で
、建
立
に
は
畠
山
重

忠
ら
関
東
の
御
家
人
の
助
力
が
あ
っ

た
こ
と
が「
吾
妻
鏡
」に
記
載
が
あ
る

と
記
さ
れ
て
い
る
。鎌
倉
市
の
寺
の
建

立
時
は
１
１
９
２
年
で
あ
り
、下
仁

田
の
永
福
寺
建
立
は
そ
の
４
８
０
年

後
の
翌
年
に
当
た
る
。こ
う
し
て
み
る

と
、下
仁
田
の
永
福
寺
も
畠
山
重
忠

に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。ま
た
、鎌
倉
で「
よ
う
ふ

く
じ
」と
呼
ん
で
い
た
呼
び
名
が
そ
の

ま
ま
下
仁
田
に
引
き
継
が
れ
て
来
た

よ
う
に
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な

い
。ど
う
も
下
仁
田
で
出
来
た
呼
び

名
で
は
な
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。
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感
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語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　昨年11月に行われたジオパーク再認定審査の現地調査では、ガイドツアーやジオパークの取
り組みについて調査を受けました。
　現地調査の際には、下仁田ジオパークの会、学校の先生方をはじめ地域の皆さんにも現地調
査に携わってもらい、ジオパーク活動をPRしていただきました。
　
　今回の審査結果は、「地域住民が
主体的に取り組んだ住民活動や教育
活動などが、組織的な活動となり、
ますます活発化している」と評価い
ただき、「再認定」となりました。
　
　調査員との意見交換の中で気づい
た新たな課題を解決しながら、より
一層ジオパークを活かしたまちづく
りを進めていきますので、今後とも
よろしくお願い致します。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

現地調査　住民活動報告会
（参加：下仁田ジオパークの会,バイブレーションテーブル現実化委員会）

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　３月のジオの日清掃は青岩公園で
美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もあり
ますので、ぜひご参加ください。
●日　時　３月２０日（日）
　　　　　午前　８時００分から
●集　合　青岩公園　駐車場
●持ち物
　軍手、長靴等作業しやすい服装
（朝早くで寒いと思いますので、防
寒対策をしてお越しください。）
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
※マスク着用でご参加ください。
※新型コロナウィルスの感染状況に
　応じて中止となる場合があります

　下仁田高校３年生（アドバンスコース）
の生徒は、令和３年度『鉄で栄えた町「下
仁田ジオパーク」を探る』をテーマに「中
小坂鉄山」の見学や、川原で採取した砂鉄
からの鉄を作る実験とうを行いました。
　生徒からは「下仁田の良さや歴史がわ
かった」「鉄山が日本の近代化に果たした
役割の大きさにおどろいた」などの感想が
寄せられ、改めて下仁田の魅力を知っても
らうことができました。　

下仁田高校
ジオパークコラボ研究

下仁田高校
ジオパークコラボ研究

祝 下仁田ジオパーク再認定！下仁田ジオパーク再認定！

下仁田ジオパークの会会員の案内で「中小坂鉄山」の見学下仁田ジオパークの会会員の案内で「中小坂鉄山」の見学
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下
仁
田
駅
手
前
の
踏
切
の
一
帯
は

「
石
神
」と
い
う
地
名
で
あ
る
。踏
切

を
過
ぎ
る
と
道
は
す
ぐ
西
へ
と
町
の

中
心
街
を
走
っ
て
い
る
。現
在
の
役
場

庁
舎
建
設
前
に
は
、こ
こ
に
伝
染
病
の

隔
離
病
棟
が
建
っ
て
い
た
。内
山
に
通

じ
る
県
道
が
国
道
に
な
っ
た
の
は
１

９
６
４
年（
昭
和
39
）で
、下
町
〜
石

神
バ
イ
パ
ス
が
開
通
を
み
た
の
は
１

９
６
７
年（
昭
和
42
）で
あ
っ
た
。そ

の
後
に
国
道
に
移
管
さ
れ
た
。

　
下
仁
田
町
役
場
庁
舎
の
落
成
・
移

転
が
１
９
７
４
年（
昭
和
49
）で
、１

９
８
５
年（
昭
和
60
）に
下
仁
田
警

察
署
が
落
成
・
移
転
を
し
た
。以
後
、

周
辺
一
帯
に
人
家
が
立
ち
並
び
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　
隣
接
す
る
山
際
公
園
内
に
は
、稲

荷
神
社
と
火
の
神
秋
葉
神
社
と
が
祀

ら
れ
て
お
り
、境
内
に
永
福
寺
と
い

う
寺
が
あ
っ
た
。開
基
は
１
６
７
３

年（
延
宝
元
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に
廃
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と
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の
地
を
山
際
公
園
と

呼
ん
で
い
る
が
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和
の
初
め
生
ま
れ

の
わ
れ
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れ
は「
よ
う
ふ
く
じ
」と
呼

び
親
し
ん
で
き
た
。現
在
、「
よ
う
ふ

く
じ
」の
呼
び
名
を
知
っ
て
い
る
の
は

ご
く
一
部
の
人
達
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。今
ま
で
、何
故「
え
い
ふ
く
じ
」と

呼
ば
な
か
っ
た
の
か
疑
問
を
持
ち
続

け
現
在
に
至
っ
て
い
る
。今
に
な
っ
て

調
べ
を
進
め
て
み
る
と
、永
福
寺
を

「
よ
う
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く
じ
」と
呼
ん
で
い
た
所
が

他
に
も
あ
っ
た
。神
奈
川
県
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倉
市

二
階
堂（
旧
二
階
堂
村
）に
あ
る
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跡

で
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の
寺
の
永
福
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が
あ
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た
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と
な
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当
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の
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の
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で
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は
、飯
島
富
司
氏
・
池

ノ
谷
正
寛
住
職
の
ご
指
導
を
戴
い
た

里
見
哲
夫

地
名
「
よ
う
ふ
く
じ
」

地
名
「
よ
う
ふ
く
じ
」

こ
と
を
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
参
考
文
献
　
フ
リ
ー
百
科
事
典

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
　
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ

ｄ
ｉ
ａ
」

こ
と
を
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
参
考
文
献
　
フ
リ
ー
百
科
事
典

「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
　
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ

ｄ
ｉ
ａ
」

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

　昨年11月に行われたジオパーク再認定審査の現地調査では、ガイドツアーやジオパークの取
り組みについて調査を受けました。
　現地調査の際には、下仁田ジオパークの会、学校の先生方をはじめ地域の皆さんにも現地調
査に携わってもらい、ジオパーク活動をPRしていただきました。
　
　今回の審査結果は、「地域住民が
主体的に取り組んだ住民活動や教育
活動などが、組織的な活動となり、
ますます活発化している」と評価い
ただき、「再認定」となりました。
　
　調査員との意見交換の中で気づい
た新たな課題を解決しながら、より
一層ジオパークを活かしたまちづく
りを進めていきますので、今後とも
よろしくお願い致します。

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

Facebookページ
「ジオパークで
　下仁田を元気に」

現地調査　住民活動報告会
（参加：下仁田ジオパークの会,バイブレーションテーブル現実化委員会）

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

毎月20日は
「下仁田ジオパークの日」

　３月のジオの日清掃は青岩公園で
美化活動を行います。
　清掃終了後はミニジオ講座もあり
ますので、ぜひご参加ください。
●日　時　３月２０日（日）
　　　　　午前　８時００分から
●集　合　青岩公園　駐車場
●持ち物
　軍手、長靴等作業しやすい服装
（朝早くで寒いと思いますので、防
寒対策をしてお越しください。）
※ゴミ袋、ゴミ挟みは用意します。
※マスク着用でご参加ください。
※新型コロナウィルスの感染状況に
　応じて中止となる場合があります

　下仁田高校３年生（アドバンスコース）
の生徒は、令和３年度『鉄で栄えた町「下
仁田ジオパーク」を探る』をテーマに「中
小坂鉄山」の見学や、川原で採取した砂鉄
からの鉄を作る実験とうを行いました。
　生徒からは「下仁田の良さや歴史がわ
かった」「鉄山が日本の近代化に果たした
役割の大きさにおどろいた」などの感想が
寄せられ、改めて下仁田の魅力を知っても
らうことができました。　

下仁田高校
ジオパークコラボ研究

下仁田高校
ジオパークコラボ研究

祝 下仁田ジオパーク再認定！下仁田ジオパーク再認定！

下仁田ジオパークの会会員の案内で「中小坂鉄山」の見学下仁田ジオパークの会会員の案内で「中小坂鉄山」の見学



　
薬
に
は
効
き
目
だ
け
で
な
く
、副

作
用
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

薬
の
副
作
用
な
ど
の
発
生
を
最
小
限

に
抑
え
て
、効
き
目
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、薬
剤
師
な
ど

の
専
門
家
に
相
談
の
う
え
正
し
く
使

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
ど
の
医
療
機
関
で
処
方
せ
ん
を
も

ら
っ
て
も
、い
つ
も
同
じ
薬
局
で
薬
を

も
ら
い
、気
軽
に
薬
や
病
気
の
こ
と
な

ど
を
相
談
で
き
る
薬
局
を「
か
か
り
つ

け
薬
局（
薬
剤
師
）」と
い
い
ま
す
。

　
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
を

確
認
し
て
も
ら
え
、薬
歴
を
把
握
し

た
う
え
で
の
助
言
が
受
け
ら
れ
る
な

ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。薬

が
余
っ
た
時
も
薬
剤
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
お
薬
手
帳
と
は
、安
全
に
薬
を
服

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、医
療
機

関
で
処
方
さ
れ
た
薬
や
薬
局
な
ど
で

購
入
し
た
薬
の
名
前
・
飲
む
量
・
回
数

な
ど
の
記
録
を
残
す
た
め
の
手
帳
で

す
。こ
の
記
録
が
あ
る
こ
と
で
医
師
、

薬
剤
師
等
の
医
療
関
係
者
に
ど
の
よ

う
な
薬
を
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
服
用

し
て
い
る
の
か
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
他
の
医
療
機
関
な
ど
で
薬
を
も
ら

う
と
き
に
も
、こ
の
お
薬
手
帳
を
見

せ
る
こ
と
で
、薬
の
重
複
や
飲
み
合

わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
薬
手
帳
は
、診
察
券
や
保
険
証

と
一
緒
に
管
理
し
、医
療
機
関
や
薬

局
へ
行
く
と
き
は
忘
れ
ず
に
持
参
し

ま
し
ょ
う
。

※
お
薬
手
帳
が
複
数
あ
る
と
薬
の
重

複
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。必
ず
1
冊

に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

薬
を
必
要
以
上
に
欲
し
が
ら
な
い

　
た
く
さ
ん
薬
を
も
ら
わ
な
い
と
不

安
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、医
師
の

診
察
と
処
方
を
信
頼
し
、む
や
み
に

欲
し
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

薬
を
も
ら
い
す
ぎ
る
の
は
医
療
費
の

増
額
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、薬
の

重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
に
よ
る
副

作
用
な
ど
、健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。薬
は
必
要
な
分
だ
け
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

※
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は

 

多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た
め
に

副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、き
ち
ん
と

薬
を
飲
め
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。単
に
服
用
す
る
薬
の
数
が

多
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

●
申
込
受
付
期
間

●
申
込
受
付
時
間
　
平
日
８
時
30

分
〜
17
時
15
分

●
受
診
で
き
る
期
間
　

令
和
４
年
４
月
１
日（
金
）〜
令
和

５
年
３
月
31
日（
金
）

●
実
施
機
関
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
対
象

○
国
民
健
康
保
険（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
）の
被
保
険
者
で
、検
査
日
ま

で
引
き
続
き
加
入
し
て
い
る
人

○
国
民
健
康
保
険
税（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
）を
完
納
し
て
い
る
人

○
町
が
実
施
す
る
健
診
を
受
診
し
な

い
人

※
注
意
：
受
診
で
き
る
の
は
町
が
実

施
す
る
健
診（
人
間
ド
ッ
ク
等
）で
、

年
度
内
に
１
回
で
す
。

●
主
な
検
査
内
容

　
診
察（
内
科
）、心
電
図
、胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
、胃
カ
メ
ラ
、腹
部
エ
コ
ー
、血

液
検
査
、大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー（
１
泊
２

日
の
ド
ッ
ク
の
み
）及
び
負
荷
血
糖
検

査（
１
泊
２
日
の
ド
ッ
ク
の
み
）な
ど

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査（
追
加
料
金
）

　
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ピ
ロ
リ
抗
体
、頸
動

脈
エ
コ
ー
、骨
密
度
測
定
、腫
瘍
マ
ー

カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ

1
9
―
9
）、女
性
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ

1
9
―
9
・
Ｃ
Ａ
1
2
5
・
Ｃ
Ａ

1
5
―
3
）な
ど
は
別
途
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用・募
集
人
数（
予
定
）

　
令
和
４
年
度
の
費
用
・
募
集
人
数

に
つ
い
て
は
、確
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
。４
月
の
広
報
で
再
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
も
、国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

と
同
額
の
自
己
負
担
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

た
だ
し
、日
帰
り
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　

　
下
仁
田
厚
生
病
院（
☎
82
―
３
５

５
５
）へ
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の

旨
を
伝
え
て
、予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。（
受
診
で
き
る
の
は
、４
月
１
日

以
降
）

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 

〜
令
和
４
年
度 

国
保
・
後
期 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
募
集
〜
人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）と
は
特
許
期
間
が
過
ぎ
た
新
薬

（
先
発
医
薬
品
）と
同
じ
有
効
成
分
を

含
み
、同
等
の
効
能
・
効
果
を
持
つ
医

薬
品
の
こ
と
で
す
。開
発
費
が
抑
え

ら
れ
る
た
め
、新
薬
よ
り
安
価
で
す
。

治
療
が
長
期
に
わ
た
る
慢
性
疾
患
の

薬
な
ど
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
え
る
と
節
約
の
効
果
が
大
き
く
な

り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
は
、

国
全
体
の
医
療
費
の
削
減
に
貢
献

し
、医
療
保
険
制
度
を
守
る
た
め
に

も
役
立
ち
ま
す
。保
険
証
や
お
薬
手

帳
の
余
白
部
分
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
を
貼
る
な
ど
し

て
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、じ
ん
臓
等
に
障
害
が
あ

り
、次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
に
対

し
、通
院
交
通
費
の
一
部
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
下
仁
田
町
に
居
住
し
、じ
ん
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

○
人
工
透
析
、連
続
的
携
帯
型
腹
膜

透
析（
C
A
P
D
）、中
心
静
脈
栄
養

法
、経
腸
栄
養
法
の
い
ず
れ
か
を
受

け
て
い
る
方

○
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の
方

○
通
院
に
自
家
用
車
、鉄
道
、定
期

路
線
バ
ス
を
利
用
し
、通
院
距
離
が

往
復
２
㎞
以
上
の
方

●
補
助
額
　
通
院
距
離
に
よ
り
、

月
額
2
，6
0
0
円
〜
5
，2
0
0

円
を
上
限
に
支
給
　

●
申
請
を
希
望
す
る
人
　
前
回
補

助
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、申
請
を

希
望
す
る
方
は
３
月
15
日（
水
）ま
で

に
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
等
通
院
交
通
費
補
助

区　分 受診期間 費用総額 個人負担 国保/後期負担 募集人数

１日ドック
（日帰り）

4月1日～
　　3月31日

36,300円 11,300円

26,000円

25,000円

40,000円

国保：170人
後期：100人

国保：20人66,000円
4月1日～
　　3月31日

短期ドック
（１泊２日）
※国保のみ

［費用・募集人数（予定）］

　
L
I
N
E
を
活
用
し
た
相
談
窓

口
案
内「
悩
み
相
談
窓
口
」を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
生
活
上
の
様
々
な
悩
み
を
抱
え
た

方
が
、気
軽
に
適
切
な
相
談
先
に
つ

な
が
れ
る
よ
う
、各
種
相
談
窓
口
を

と
り
ま
と
め
、案
内
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。L
I
N
E「
群
馬
県
デ
ジ
タ
ル
窓

口
」メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る「
悩
み
相
談
窓

口
」か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
障
害
政
策

課
　
障
害
保
健
室
　

☎
0
2
7
―
8
9
7
―
2
6
4
8

３
月
は

自
殺
予
防
月
間
で
す

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」に
収
集

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
西
部
環
境
衛

生
施
設
組
合（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
８
８
１
１

３
月
は
乾
電
池
・
体
温
計
・

蛍
光
灯
の
収
集
月
で
す

群馬県デジタル
窓口はこちら

令
和
４
年
２
月
１
日（
火
）〜

令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

２
月
１
日
よ
り
受
付
中

２
月
１
日
よ
り
受
付
中

17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた
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薬
に
は
効
き
目
だ
け
で
な
く
、副

作
用
な
ど
の
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

薬
の
副
作
用
な
ど
の
発
生
を
最
小
限

に
抑
え
て
、効
き
目
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、薬
剤
師
な
ど

の
専
門
家
に
相
談
の
う
え
正
し
く
使

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
ど
の
医
療
機
関
で
処
方
せ
ん
を
も

ら
っ
て
も
、い
つ
も
同
じ
薬
局
で
薬
を

も
ら
い
、気
軽
に
薬
や
病
気
の
こ
と
な

ど
を
相
談
で
き
る
薬
局
を「
か
か
り
つ

け
薬
局（
薬
剤
師
）」と
い
い
ま
す
。

　
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
を

確
認
し
て
も
ら
え
、薬
歴
を
把
握
し

た
う
え
で
の
助
言
が
受
け
ら
れ
る
な

ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。薬

が
余
っ
た
時
も
薬
剤
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
お
薬
手
帳
と
は
、安
全
に
薬
を
服

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、医
療
機

関
で
処
方
さ
れ
た
薬
や
薬
局
な
ど
で

購
入
し
た
薬
の
名
前
・
飲
む
量
・
回
数

な
ど
の
記
録
を
残
す
た
め
の
手
帳
で

す
。こ
の
記
録
が
あ
る
こ
と
で
医
師
、

薬
剤
師
等
の
医
療
関
係
者
に
ど
の
よ

う
な
薬
を
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
服
用

し
て
い
る
の
か
を
知
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
他
の
医
療
機
関
な
ど
で
薬
を
も
ら

う
と
き
に
も
、こ
の
お
薬
手
帳
を
見

せ
る
こ
と
で
、薬
の
重
複
や
飲
み
合

わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
お
薬
手
帳
は
、診
察
券
や
保
険
証

と
一
緒
に
管
理
し
、医
療
機
関
や
薬

局
へ
行
く
と
き
は
忘
れ
ず
に
持
参
し

ま
し
ょ
う
。

※
お
薬
手
帳
が
複
数
あ
る
と
薬
の
重

複
を
確
認
で
き
ま
せ
ん
。必
ず
1
冊

に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

薬
を
必
要
以
上
に
欲
し
が
ら
な
い

　
た
く
さ
ん
薬
を
も
ら
わ
な
い
と
不

安
と
い
う
人
が
い
ま
す
が
、医
師
の

診
察
と
処
方
を
信
頼
し
、む
や
み
に

欲
し
が
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

薬
を
も
ら
い
す
ぎ
る
の
は
医
療
費
の

増
額
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、薬
の

重
複
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
に
よ
る
副

作
用
な
ど
、健
康
被
害
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。薬
は
必
要
な
分
だ
け
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

※
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
は

 

多
く
の
薬
を
服
用
し
て
い
る
た
め
に

副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、き
ち
ん
と

薬
を
飲
め
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
を

い
い
ま
す
。単
に
服
用
す
る
薬
の
数
が

多
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

●
申
込
受
付
期
間

●
申
込
受
付
時
間
　
平
日
８
時
30

分
〜
17
時
15
分

●
受
診
で
き
る
期
間
　

令
和
４
年
４
月
１
日（
金
）〜
令
和

５
年
３
月
31
日（
金
）

●
実
施
機
関
　
下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

●
対
象

○
国
民
健
康
保
険（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
）の
被
保
険
者
で
、検
査
日
ま

で
引
き
続
き
加
入
し
て
い
る
人

○
国
民
健
康
保
険
税（
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
）を
完
納
し
て
い
る
人

○
町
が
実
施
す
る
健
診
を
受
診
し
な

い
人

※
注
意
：
受
診
で
き
る
の
は
町
が
実

施
す
る
健
診（
人
間
ド
ッ
ク
等
）で
、

年
度
内
に
１
回
で
す
。

●
主
な
検
査
内
容

　
診
察（
内
科
）、心
電
図
、胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
、胃
カ
メ
ラ
、腹
部
エ
コ
ー
、血

液
検
査
、大
腸
フ
ァ
イ
バ
ー（
１
泊
２

日
の
ド
ッ
ク
の
み
）及
び
負
荷
血
糖
検

査（
１
泊
２
日
の
ド
ッ
ク
の
み
）な
ど

●
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査（
追
加
料
金
）

　
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ピ
ロ
リ
抗
体
、頸
動

脈
エ
コ
ー
、骨
密
度
測
定
、腫
瘍
マ
ー

カ
ー
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ

1
9
―
9
）、女
性
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
・
Ｃ
Ａ

1
9
―
9
・
Ｃ
Ａ
1
2
5
・
Ｃ
Ａ

1
5
―
3
）な
ど
は
別
途
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
費
用・募
集
人
数（
予
定
）

　
令
和
４
年
度
の
費
用
・
募
集
人
数

に
つ
い
て
は
、確
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
。４
月
の
広
報
で
再
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保

険
者
も
、国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

と
同
額
の
自
己
負
担
で
人
間
ド
ッ
ク

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
で
す
。

た
だ
し
、日
帰
り
の
み
と
な
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　

　
下
仁
田
厚
生
病
院（
☎
82
―
３
５

５
５
）へ
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の

旨
を
伝
え
て
、予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。（
受
診
で
き
る
の
は
、４
月
１
日

以
降
）

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 

〜
令
和
４
年
度 

国
保
・
後
期 

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
の
募
集
〜
人
間
ド
ッ
ク
で
健
康
管
理

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬

品
）と
は
特
許
期
間
が
過
ぎ
た
新
薬

（
先
発
医
薬
品
）と
同
じ
有
効
成
分
を

含
み
、同
等
の
効
能
・
効
果
を
持
つ
医

薬
品
の
こ
と
で
す
。開
発
費
が
抑
え

ら
れ
る
た
め
、新
薬
よ
り
安
価
で
す
。

治
療
が
長
期
に
わ
た
る
慢
性
疾
患
の

薬
な
ど
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

変
え
る
と
節
約
の
効
果
が
大
き
く
な

り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
は
、

国
全
体
の
医
療
費
の
削
減
に
貢
献

し
、医
療
保
険
制
度
を
守
る
た
め
に

も
役
立
ち
ま
す
。保
険
証
や
お
薬
手

帳
の
余
白
部
分
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
を
貼
る
な
ど
し

て
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係

☎
64
―
8
8
0
1

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、じ
ん
臓
等
に
障
害
が
あ

り
、次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
に
対

し
、通
院
交
通
費
の
一
部
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
下
仁
田
町
に
居
住
し
、じ
ん
臓
又

は
小
腸
機
能
障
害
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
方

○
人
工
透
析
、連
続
的
携
帯
型
腹
膜

透
析（
C
A
P
D
）、中
心
静
脈
栄
養

法
、経
腸
栄
養
法
の
い
ず
れ
か
を
受

け
て
い
る
方

○
前
年
分
の
町
民
税
が
非
課
税
の
方

○
通
院
に
自
家
用
車
、鉄
道
、定
期

路
線
バ
ス
を
利
用
し
、通
院
距
離
が

往
復
２
㎞
以
上
の
方

●
補
助
額
　
通
院
距
離
に
よ
り
、

月
額
2
，6
0
0
円
〜
5
，2
0
0

円
を
上
限
に
支
給
　

●
申
請
を
希
望
す
る
人
　
前
回
補

助
を
受
け
て
い
な
い
方
で
、申
請
を

希
望
す
る
方
は
３
月
15
日（
水
）ま
で

に
役
場 

福
祉
課 

福
祉
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
等
通
院
交
通
費
補
助

区　分 受診期間 費用総額 個人負担 国保/後期負担 募集人数

１日ドック
（日帰り）

4月1日～
　　3月31日

36,300円 11,300円

26,000円

25,000円

40,000円

国保：170人
後期：100人

国保：20人66,000円
4月1日～
　　3月31日

短期ドック
（１泊２日）
※国保のみ

［費用・募集人数（予定）］

　
L
I
N
E
を
活
用
し
た
相
談
窓

口
案
内「
悩
み
相
談
窓
口
」を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
生
活
上
の
様
々
な
悩
み
を
抱
え
た

方
が
、気
軽
に
適
切
な
相
談
先
に
つ

な
が
れ
る
よ
う
、各
種
相
談
窓
口
を

と
り
ま
と
め
、案
内
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。L
I
N
E「
群
馬
県
デ
ジ
タ
ル
窓

口
」メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る「
悩
み
相
談
窓

口
」か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
群
馬
県
障
害
政
策

課
　
障
害
保
健
室
　

☎
0
2
7
―
8
9
7
―
2
6
4
8

３
月
は

自
殺
予
防
月
間
で
す

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」に
収
集

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
甘
楽
西
部
環
境
衛

生
施
設
組
合（
下
仁
田
町
役
場
内
）

☎
64
―
８
８
１
１

３
月
は
乾
電
池
・
体
温
計
・

蛍
光
灯
の
収
集
月
で
す

群馬県デジタル
窓口はこちら

令
和
４
年
２
月
１
日（
火
）〜

令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

２
月
１
日
よ
り
受
付
中

２
月
１
日
よ
り
受
付
中

17 16下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

健康健康



19 18下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表）

約３分間の健康講話が聞けます
月／痛風のはなし　火／爪の周りが化膿したら
水／歯が割れた！　木／歯の接触癖と噛み締めの影響
金／睡眠剤、ほんとうに飲みますか？　土日／かかりつけ歯科医をもちましょう
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆10日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン3月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（3月～4月）」

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

4月22日（金）

3月8日（火）

3月25日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護
相談、血圧測定、育児相
談、授乳相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年12月～令和4年1月生まれ

令和3年9月～10月生まれ

令和3年6月～7月生まれ

令和3年1月～2月生まれ

令和2年7月～8月生まれ

令和２年1月～2月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

4月8日（金）
予約締切日
4月6日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

3月1・15（火）

3月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

広
報しもにた

　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　（携帯電話から）＃８０００
　（IP電話、ダイヤル回線から）０３－６７３５－８８３５　
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談
休止中です

富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

『知って実践フレイル予防』

●3月　フレイル予防講座

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）（地域包括支援センター）

内　　容：保健師による ①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等

申し込み：3月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり

会　場

交流防災ステーション

（道の駅）

西牧活性化センター

下仁田町公民館

実施日

28（月）

時　間

１３：３０～１４：３０

●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定

●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

8（火）

15（火）

上半身・ 肩と腕のストレッチ
痛みのある方は、無理をせず、呼吸を止めずに行いましょう。

①肩回りの筋肉を柔らかく
　肘を曲げて、肩の付け根をつまみ、
　ゆっくり前回し・後ろ回し

②腕の内側の筋肉を柔らかく
　片腕をのばして反対の手で
　手のひらを押さえます

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆３月６日（日）宮崎誠先生（宮崎医院）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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約３分間の健康講話が聞けます
月／痛風のはなし　火／爪の周りが化膿したら
水／歯が割れた！　木／歯の接触癖と噛み締めの影響
金／睡眠剤、ほんとうに飲みますか？　土日／かかりつけ歯科医をもちましょう
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆10日（木）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン3月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（3月～4月）」

富岡保健福祉事務所　3月 会場　富岡合同庁舎

乳
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健
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２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
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　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」

4月8日（金）
予約締切日
4月6日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

3月1・15（火）

3月8日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541
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たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会

『知って実践フレイル予防』

●3月　フレイル予防講座

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）（地域包括支援センター）

内　　容：保健師による ①フレイル予防について　②楽しく体を動かそう　③簡単お口の体操　等

申し込み：3月から参加希望の方は、前日までに包括支援係へお申し込みください

※新型コロナウイルス感染状況に応じて変更の可能性あり
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（道の駅）

西牧活性化センター
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時　間
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●風邪症状等、普段の体調とお変わりないですか？  ●出かける前に体温測定

●マスク着用忘れずに　●飲み物を持ちましょう

8（火）

15（火）

上半身・ 肩と腕のストレッチ
痛みのある方は、無理をせず、呼吸を止めずに行いましょう。

①肩回りの筋肉を柔らかく
　肘を曲げて、肩の付け根をつまみ、
　ゆっくり前回し・後ろ回し

②腕の内側の筋肉を柔らかく
　片腕をのばして反対の手で
　手のひらを押さえます

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆３月６日（日）宮崎誠先生（宮崎医院）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療



～『下仁田ジオパーク』地質資源の豊かさと活動実績を評価～

2021年11月の現地調査の結果、日本ジオパーク委員会から再認定されました。
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日本ジオパーク再認定

人口
　男
　女
世帯

（　17）
（　 8）
（ 9）
（　 9）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,765人
3,329人
3,436人
3,244世帯

転入  5人/  出生 0人
転出  7人/  死亡 15人

（2月1日現在）

（1月中）

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２２年２０２２年 No791

月月
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1月届出分〈敬称略・順不同〉

地区
ご結婚おめでとうございます

氏名
石井　貴康　　 （下　町）
野澤　恵里　 　（藤岡市）｛

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（雅　博）
（定　子）
（白鷹惠美子）
（敏　之）
（　守　）
（和　哉）
（梅田和子）
（嘉　夫）
（　真　）
（敏　男）
（仙　敬）
（信　夫）
（一　夫）

下　町
上小坂
上小坂
吉　崎
川　井
吉　崎
西野牧
下青倉
横　間
大桑原
南野牧
下小坂
横　間

清水　尚二
齋藤　敏男
岡田　ミツ
櫻井　智之
市川　操　
山口　秀一
佐藤　しづ
福田　邦弘
神戸　けさ子
大木　喜一
小嶋　立江
萩原　フミ子
廣澤　ケイ

下仁田町下仁田町

　　　　　 
●新型コロナウイルスワクチン３回目接種について・・・P2～P4
●お知らせ版・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P11

トピックス

●住民係窓口にて、顔写真
　を撮影させていただきます。
●初回交付申請は
　手数料無料です。
●一人につき
　約1０分程度
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中
マイナンバーカード
役場で申請サポート実施中

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告


